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「はぁ……」

　メア・ハミルトンは小さく溜め息をついた。

　公爵である父が王と謁見すると聞いてメアもついてきたが、期待していたようなことは何もなかった。

（……素敵な出会いもなければ城で流行のドレスを見ることも叶わなかったわ。それどころかあんな嫌味を言われて……）

　嫌味を言ってきたのは父の知人と名乗る、初老の男だった。

　背の高いメアを頭の先から足の先まで見て苦笑した。

「噂には聞いていたが、派手な見た目にドレスだな。これじゃあ男も寄り付かない」

　その場は笑ってごまかして、適当な理由をつけて逃げてきた。

　身体的な嫌味は言われ慣れているが、それでも心は傷ついてしまう。

「それにしても、ここ……どこかしら……」

　気付くと人気のない中庭へたどり着いていた。

　色々な種類のバラが咲き、お茶ができそうなテラスと噴水もある。

　城の中はメイドが忙しそうに行き交っていたが、ここはしんと静まりかえっていた。

「入っても、いいところよね……？」

　城のほとんどは開放されている。

　美術室や図書室も自由に利用でき、それ以外は立ち入り禁止の文字が大きく書かれている。

　この場所も自由に使っていいに違いない。

　少し休ませてもらおうとテラスへ近づこうとした時だった。

　メアの顔に陰がかかった。

　反射的に空を見上げると、白い何かが宙を舞っている。

「何かしら……？」

　ふわりふわりと落ちてくるそれに、手を伸ばした。

　リボンの付いたつばの広い女性用の帽子だ。

　よく見ると帽子の生地とリボンの材質は違う。

（このリボンはシルクね。しかもとっても上質なものだわ。つばの広さもバランスがいい。計算しつくされたデザインだわ）

　もし、メアがこの帽子を受け止められなかったら汚れていただろう。

　運が悪ければ噴水に落ちて、使い物にならなくなっていたかもしれない。

　自分のものではないけれど、メアは心底ホッとした。

　これほど素晴らしい帽子が汚れてしまうのは耐えられなかったからだ。

「どこから飛んできたのかしら。こんなに美しい帽子だもの。なくした人は困っているに違いないわ」

　帽子を優しく抱きしめて、あたりを見渡すと廊下に女性が立っていた。

（さっきまで誰もいなかったのに……）

　突然女性が現れたのも驚きだが、その奇抜な姿に不安を覚える。

　造花の付いた派手なピンクの帽子を斜めに深くかぶり、ドレスは目が覚めるような黄色。

　そして何より、高い身長に広い肩幅。

　その女性がメアに向かって歩いてくる。

　メアは後ずさりしたくなる気持ちを抑えた。

「わ、私に何かご用かしら？」

（もしかして、この庭、やっぱり入ってはいけないところだったとか？）

　女性が目の前に近づいてくると、圧を感じて息を呑む。

（私も身長が高くて気にしているけれど……この方も相当ね。私よりも高いんじゃないかしら……）

　女性は一言も話さず、スッと帽子を指さした。

「もしかしてこの帽子、あなたのもの？」

　尋ねると、こくりと頷かれた。

「そうだったのね。よかったわ。落とし主を見つけられて」

　警戒していたことも忘れて、一歩前に出ると帽子を手渡した。

　女性の今かぶっている帽子もよく見ると、めずらしいデザインだ。

　ドレスだってそんじょそこらのデザイナーの手によるものではないとわかる。

（この方、もしかして私と同じ……？）

　帽子を受け取ろうとした女性の手を、メアはがっしりと掴む。

「失礼ですがあなたの帽子、とっても素敵ですね。いえ、帽子だけじゃないわ。ドレスだって、とっても変わってる。正面と横から見たシルエットに変化があるのね。それにレースの襟やリボンの位置も素晴らしいわ」

　女性は一瞬驚いたように手をひっこめようとした。

　しかし、メアは話し始めると止まらなかった。

「そのドレス、誰がデザインしたの？　計算しつくされたパターンだわ。それに見たことのないレースの模様。おそらくこれもデザインしたのね。ああ、きっと素晴らしいデザイナーなんでしょうね」

　メアはほほ笑んで見せた。

　しかし、相手の表情は帽子を深くかぶっているため見えない。

　雰囲気から戸惑っていることだけは伝わってくる。

　掴んだ手首から抵抗の力を感じていた。

（ああ、私ったら我を忘れて話してしまったわ。引かれてしまったかしら）

「ごめんなさい。突然、迷惑だったわよね。私も身長が高いから、勝手にあなたに共感してしまったの。ドレスのデザインやパターンの情報交換ができればと思ったのだけど。迷惑だったかしら？」

（彼女と、仲良くなれればいいんだけど……。そしてできるならば、私にコーディネートをさせてほしい……）

　心の奥がうずうずとしていた。

　女性の帽子やドレスは間違いなく一級品だ。

　しかし、合わせ方が悪く見えた。

　メアは自分のファッションセンスに自信がある。

　それだけが、取柄だと思っているからだ。

（彼女を着飾らせることができたらどんなに素敵かしら）

　女性はメアの心をのぞき見たように、肩をびくりと震わせると突然メアに帽子を押し付けて後ずさる。その場でくるりと背を向け、女性は走り出した。

「えっ、あの……！」

　メアは押し付けられた帽子を落としそうになり、間一髪抱きとめた。

　ホッと息をついたのも束の間、走り去ろうとする女性の後を追いかけようとする。

　しかし、女性は早くメアが走り始めたときには曲がり角でスカートの裾しか見えていなかった。

　メアが角を曲がると、そこに女性の姿はない。

「……いない」

　まるで白昼夢のようだった。

　だが、美しい帽子だけがメアの腕の中にある。

「なんだったのかしら……」

　走っていく女性の後ろ姿を思い出す。

　女性にしては広い背中だった。

　掴んだ腕も骨がしっかりとしていた。

（……まるで、男性みたいだった）

　胸をよぎった考えを、メアはすぐに否定する。

「私ったら、なんて酷いことを考えてしまったのかしら。自分が言われたら嫌なことを出会ったばかりの人に思うだなんて……」

　帽子をぎゅっと抱きしめる。

（この帽子を返さなくては）

　しかし、城で女性を見つけることはできなかった。

　メイドにも尋ねてみたが、そんな背の高い女性は見たことがないという。

（私のように、たまたま城に立ち寄っただけかもしれない）

　合流した父は残念そうなメアを心配していた。

　帰り際、よろこばせようと近々城で舞踏会が開かれることを教えてくれたがメアはそれでも上の空だった。

















第一章　気高く赤いバラ












　臆病な右手が一瞬、ドレスに触れるのをためらった。

（すみれ色、萌黄色。いいえ、ここはやっぱり……）

　メアは、クローゼットの前で二十分ほど前から、ドレスとにらみ合っている。

（今の流行はすみれ色。少女のような儚さとあどけなさが、人気……）

　ええい、と勇気を出して、すみれ色のドレスを手に取ってみる。

　去年、悩んでいたメアに見兼ねた母が仕立屋に頼んでくれたものだ。

　結局試着をした後は一度も袖を通していない。

　メアは自分の両肩とドレスを合わせて恐る恐る鏡をのぞいてみた。

「うわ……」

　思わず低い声が出た。

　ドレスがまったく似合っていないのである。

　横にまっすぐ伸びた意志の強そうな眉、切れ長の眼、彫りの深い顔。唇はもともと圧へし口気味で、無理やり笑おうとすると顔がひきつってしまう。

　なによりも気にしているのは高い身長だ。

　メアの七歳上の兄と変わらない高さで、そこからヒールを履くとたいていの男性より上になってしまう。

　そして、手足はすらりと長いが胸もない。

　鏡に映る姿は、儚さやあどけなさと程遠く、ドレスを着なければ女性として見てもらえるかも疑わしい。

　しかしそのドレスすら、似合わないものがほとんどなのだ。

「これじゃあ、女装趣味の男がドレスを着ているみたいだわ……」

　メアの心の傷がうずき始めた。

　六年前の社交界デビュー日のことだ。

　おしゃれにはまったく興味がなかった当時のメアは、侍女にコーディネート一式を委ねた。

　侍女が選んだのはレースをふんだんにあしらった白のドレス。

　ただでさえ体格のいいメアの体を、盛り上がったパフスリーブが広い肩を強調する。スカートも短く、長い足が予想以上に見えていた。

　ドレスを仕立てたときよりも身長が伸びたのが原因だ。

　また、ヘアセットや化粧も散々な出来栄えだった。

　面長なメアの顔をまったく考慮せず、髪型は高い位置で二つくくり、細かい縦ロール。ピンクの似合わないリップは、顔色をどんよりと暗く見せた。

　支度を終え、メアは鏡を見て唖然とした。

　なにもかもが似合っていなかった。

（かわいくない……）

　重い石を呑み込んだように、胸が重くなった。

　だが、このコーディネートを見て、具体的にどう悪いのかはわからない。

　あまりのひどさに泣いてしまいそうになったが、メアは侍女が傷つくと思い涙を堪えて会場へ向かった。

　そこで、メアはいかなければよかったと後悔することになる。

　社交界で大恥をかいた。

　陰で笑われて、ひどいときには挨拶をしたときに、ふき出して必死に堪える者までいた。

　たまたま同じ会場にいた兄が声をかけてくれたが、メアを見るなり「父上そっくりだ」と呟いた。「怒られるから俺が言ったことは父上には内緒だぞ」と続ける兄の言葉が、頭に入ってこないほどショックだった。

　メアは驚くほど、凛々しい父にそっくりだったのだ。

　だが、メアはそんなことで、ショックを受けて引きこもるようなことはしなかった。

　自分の背が高いことや、面長の顔や切れ長の眼を認め、それを隠すようなことはしなかった。

　似合う色を探し、ドレスのパターンを勉強し、没頭するうちにおしゃれの世界へのめりこんでいった。

　結果、自分はかわいくはなれないが、美しくはなれると知る。

　すみれ色のドレスをクローゼットに戻した。代わりに、真っ赤なドレスを手に取る。

　窓から差し込む光で、ドレスの表面がきらめいていた。

「やっぱりこれを着ていくしかないわね」

　今度は鏡の前に立つようなことはしなかった。

　このドレスが似合うことは、わかりきっている。

　自分でデザインを考え、仕立屋と何度も打ち合わせをした。

　どこにも似たものはない、世界に一つだけのメア用のドレスだ。

　シュミーズの上からコルセットを締めようとしたとき、手を止めた。

「そういえば、あれがついに手に入ったのよね」

　再びクローゼットの前に戻って、棚の一番上から箱を取り出した。

　ピンク色のかわいらしい箱だ。

　仕立屋が見せてくれたカタログで気になって、わざわざ異国から取り寄せた品。

　箱の蓋を開けて、中身を取り出した。

　手のひらほどの小さなクッションだ。

　カタログには『これで胸の悩みともおさらば』と、魔法のような言葉が書いてあった。

　まだ巷では噂にすらなっていない代物。

　胸のパッドだ。

「なるほどね。コルセットを締める前に、胸を寄せて上げるように当てるのね」

　コルセットに手を入れて、胸パッドを仕込む。

　ない胸をかき集め、寄せて上げる。

　ずれ落ちる前に、コルセットの紐を握り、これでもかという程引っ張った。

　顔が沸騰するように熱くなるのを感じながら、なんとか締め終わると肩で息をした。

「ふぅ、こんなものかしら」

　額の汗を手の甲で拭い、鏡を見る。

「うん。なかなかいいわね」

　きゅっと締まったウエスト、盛り上がった胸。

　長い手足が引き立っていた。

　試しに角度を変えてみる。

「シルエットも完璧」

　鏡に映る顔には自信に満ちていた。

　ドレスを着て、再び鏡の前に立つ。

　鏡の中には、トルソーに着せたようなシルエット姿が映っていた。

　開いた胸元からは膨らみが見え、腰のくびれも強調される。お尻は盛り上がり、足までなだらかにスカートの生地が下りていく。

　メアは満足げに頷いた。

　すみれ色のドレスを当ててショックを受けたことはもう忘れてしまった。

　メアは、そのままドレッサーの前に座り、棚からたくさんの化粧品を取り出した。

　化粧をする手に迷いはない。

　パウダーをはたき、頬の高い位置にチークを落とす。

　しかし、紅を手に取って動きを止めた。

（派手なものは好まれないのよね）

　巷で流行しているのはかわいらしい女性。

　化粧もそれに合わせて薄くするのが主流になっている。

　手にしているのは、ドレスよりも明るい真っ赤な紅。

（このドレスにはきっとこの赤が似合うわ）

　ぎゅっと握って唇に紅を引いた。

　鏡の中には満足げなメアの姿が映っている。

　かわいくない顔も、化粧を施すと美しく変わる。

　流行の儚さやあどけなさとは程遠いが、メアには強い女性の気品があった。

　栗色の髪を結いながら上機嫌でハミングをし始める。

　見た目は派手だが、心は誰よりも純粋で繊細だ。屈辱の社交デビューから六年経ち、今年で二十三歳。

　舞踏会で誰よりも運命的な出会いを夢見ていた。

「それに……あの女性にも会えたらいいんだけど」

　棚の上に大事に置いてあるつば広の白い帽子を見る。

　この帽子を見ると城で出会った不思議な女性のことを思い出す。

　もし再び会えたら、あの時のことを謝って仲良く話をしてみたい。

　なんといってもあの奇抜なファッションセンスだ。

　顔は見ていないが、会えばわかるだろうと楽観的に考える。

　とにかく胸は高鳴っている。

　めったにないお城での舞踏会。

　今日はいつもとは違うことが起こるような予感がしていた。






　夕方。

　城に到着したメアは、すでに疲れていた。

　どうやら予感は嫌な意味で命中していたらしい。

　現地で落ち合う予定だった親友のシャーロットが、メアの屋敷に突然やってきて「メア！　わたしのドレスをコーディネートして！」と泣きついてきたからだ。

　シャーロットとは親同士の仲がいい。

　年の離れた兄や姉たちに遊んでもらえなかったメアは、小さくてかわいいシャーロットと初めて会ったとき、妹ができたようでうれしかった。メアはシャーロットの世話を焼き、本当の妹のようにかわいがった。

　そのせいで今でも彼女に甘く、シャーロットもメアを頼るようになってしまった。

　そんな経緯もあり、支度を終えて今まさに城へ向かおうとしていたメアは、かわいいシャーロットの無理な願いを断ることができなかったのだ。

　時間が限られている中で、シャーロットの用意したいくつかのドレスの中から一着を選び、それに合わせた小物を決める。メイクに髪型、そのすべてをメアが一人で合わせて仕上げ、文字通り二人は馬車に飛び乗った。

　おかげでなんとか舞踏会に間に合ったものの、運悪く途中で大雨が降り始めた。

　馬車から降りて傘を差したが、横殴りの雨に襲われる。

　お気に入りのドレスはずぶ濡れ。気分はすっかり落ち込んでいた。

　そんなメアを心配してくれる男性は現れない。

　到着するなりダンスホールの柱に寄りかかり、ドレスが乾くまでと、一人で果実酒を飲んでいた。

（これを飲み終えたら、誰かに声をかけよう……）

　気持ちは憂鬱だ。

　心ときめく異性もいなければ、会いたい例の女性も見当たらない。

（やっぱり、帰ってしまおうかしら……。こんな姿じゃ誰も相手にしてくれないわ）

「メア！」

　明るい声が聞こえて顔を上げると、シャーロットがこちらへ近づいてきていた。

　彼女も雨に濡れたが、ホールに到着するなり男性からハンカチを差し出され、そのままダンスへと向かってしまった。メアは逃げ出すようにその場から離れたのだ。

　シャーロットは天使のようにかわいい。

　美しいブロンドヘアに青の瞳。小さくて華奢で、淡い水色のドレスがよく似合っている。

　メアはグラスに残っていたシェリー酒を一口飲んだ。

「どうしたの？　シャーロット」

「みんな、わたしのことをすっごく褒めてくれるの！　メアがコーディネートしてくれたおかげよ」

「それはシャーロットがもともとかわいいからよ」

「そんなことないわ！　メアってばとってもセンスがいいもの！　誰だってこんなふうにできないわよ」

　前のめりに力説するシャーロットだが、言葉の勢いは落ち着いていった。

「本当のこと言うと、メアみたいにおしゃれになりたくて今日はギリギリまで自分で用意していたの。でも、わたしってばセンスはないし、自分で髪も結えなくて最悪だった。だからといって、侍女には任せたくなかったのよ。いつも同じ髪型にされるから。――だから今日はメアに心から感謝しているの。メアは用意が終わっていたのに無茶を言ってごめんね。それで、あの……これ、わたしのハンカチ。メア、使って」

　しゅんと肩を落とすシャーロットを見ていると、かわいそうな気持ちになってくる。

　メアはハンカチを受け取らず、優しくシャーロットに握らせた。

「謝らないで。迷惑だなんて思ってないわ。――ああ、シャーロット、リボンがほどけてる」

　メアはシャーロットの後ろに回ると、リボンを結び直した。

「もうすぐダンスが始まるわ。さあ、ヒロインはホールの中央に戻って」

　そのまま背中をポンと押した。

「メアもいきましょうよ」

　シャーロットは振り返り、残念そうな表情でメアを見ていた。

「私は……遠慮しておくわ」

　居心地悪そうに眉尻を下げる。

　心配そうにこちらを見るシャーロットを安心させるために「私も声をかけられたら踊るから」と言った。

　納得のいかない様子のシャーロットを見送る。

　一人になるとどこからともなく囁き声が聞こえてきた。

「噂通り、本当に美しいな。でもあれも……」

「あんなに身長の高い女、見たことない。本当に女か？」

「俺よりも身長が高いかもな。一緒に踊りたくはないな」

　社交界デビューから六年経った今でも、当時のメアを知っている者はおもしろおかしく周りに話す。

　容姿の変わりように『魔女』だと言われていることも知っている。

　嫌な気分が胸をいっぱいにしたが、表情には出さない。気持ちが落ち込んでいいことはないからだ。

　気分を紛らわすために、窓の外の雨音に耳を傾ける。

　ピカッと光り、すぐに雷鳴が遠くで聞こえた。

　視線を向けると、窓にメアの全身が映っている。

　鳥の羽が付いた真っ赤な帽子、それに合わせたバラをイメージしたドレス。

　切れ長の眼に、真っ赤な唇。

（私はこの姿が好き。かわいくはなれないけど、美しくはなれるから……）

　舞踏会へくるまでの浮ついた気持ちはどこかへいってしまった。

　運命の出会いを夢見て参加した城での舞踏会。

　なにかが変わるのではないかと期待していた。

　だが実際は、どこにでも噂を知る者が一人はいて、広められるだけ。

　弦楽器のチューニングが聞こえ、ダンスが始まるのだとわかった。

　ホールの中央を見ると、ひと際目立つシャーロットの姿があった。

　見目麗しい男性にエスコートされている。

　誰もが二人に釘付けのようだ。

　同じ女性でもこれだけ扱いが違う。

　二人並んでいても男性が選ぶのはいつもシャーロットだった。

　しかし、シャーロットは一人の男性を選ぶようなことはしない。

　誘われてダンスには応えるものの、踊り終えるとメアのところへ戻ってきて「好みの男性じゃなかったわ。恋って難しいわね」と苦笑するのだ。

　だが、今日のシャーロットは男性にうっとりしているように見えた。

（……とっても幸せそう。よかった）

　シャーロットのことをうらやましいとは思っても、ねたむことはなかった。親友が幸せそうだと、メアもうれしい。

　ふと、会場の空気がざわめくのを感じた。

　人々の視線を追うと、入り口にたくさんの護衛兵がやってきている。

　その隙間から、真っ赤な軍服姿の男性がやってきて椅子へ腰を下した。

（アースト・トールマン殿下……）

　心の中で名前を呟く。

　父の仕事に付き添い、城へきたとき何度か顔を見たことがある。挨拶を交わしたことはないが、遠くから見ただけでも王族らしい気迫があった。

　どこからともなくひそひそ声が聞こえてくる。

「見て。アースト殿下よ」

「隣にいる銀色の髪の紳士はジェイコブさまね。二人とも麗しいわ」

「知ってる？　この舞踏会、アースト殿下の花嫁探しなんだとか」

　噂話にメアもなるほどと心の中で納得した。

　ここに参加している女性の中には、王子の花嫁になれるかもしれない、と期待をもっているものも多いのだろう。いつもより、女性の服装に気合いが入っているのをメアは感じていた。

　しかし、本日の主役であるアーストは椅子に座るなり足を組んで、頬杖をつくと渋い顔をして、立ち上がろうともしない。ダンスをする気はないらしい。

　つまらなそうに眉間にしわを寄せている。

「アースト殿下、女性に興味がないって本当かしら」

　誰かが心配そうに言った。

「以前、お見合いで相手を泣かせてしまったことがあったそうね。なんでもひどいことを言ったのだとか」

「私、殿下にならどんなにひどいことを言われてもいいわ」

（そういえば、アースト殿下は歯に衣着せぬ物言いをすると聞いたことがあったわね。王族になると我慢とは無縁なのかしら……）

　それをなんとなくうらやましいと思ってしまう。

　アーストを眺めていると、メアはあることに気がついた。

　彼の視線がなにかを追っている。

　ホールの中央でひと際目立つペア。シャーロットだ。

　水色のドレスがふわりと揺れている。会場の誰もがシャーロットを見つめていた。

（女性に興味がないなんて、きっとただの噂なのね。殿下もシャーロットが気になっているみたいだわ）

　ぼんやりアーストを眺めていると目が合った。

（え……）

　誰でもない、メアを見つめている。

　視線を先に外したのはアーストだ。

　隣に立っているジェイコブと呼ばれていた銀髪の男性を引き寄せると、なにやら耳打ちをしている。

（一瞬、殿下と目が合ったような……。気のせい、よね）

「あの……」

　近くで男性の声がした。

　しかし、メアはまさか自分が声をかけられているとは思わず、アーストをぼんやりと見つめ続ける。

「失礼、バラの君」

　バラという単語に反応して、声のするほうへ振り返った。

　見ると恰幅のいい、純朴そうな青年がメアを見つめている。

　目が合うと彼は耳まで赤く染めた。

（体の大きな人……）

　鍛え上げられた筋肉に思わず見入ってしまう。

「……バラの君？」

　メアは言葉を繰り返して首をかしげた。

　青年は恥ずかしそうに頷く。

「ええ、あなたのことです。ドレスの裾がバラの花びらみたいだったので……。どのようにお声かけをしていいかわからなかったのですが、失礼でしたよね」

「いいえ。うれしいわ。バラをイメージしてデザインしたドレスだから」

「あ、あなたがデザインしたんですか？　よ、よく似合っています。きれいですよ、とても」

　青年は言葉を詰まらせながら話していた。勇気を出して、声をかけてくれたようだ。素朴な見た目から、彼の言葉がストレートに伝わってくる。

「ありがとう」

　お礼を言うと青年は一瞬緊張したように固まり、頭を下げると手を差し出してきた。

「よ、よかったら、一曲踊っていただけませんか？」

　まっすぐな姿に、心を打たれる。

「……私でいいのかしら？」

　青年の声が大きかったためか、周りがじろじろとこちらを見ていた。誘った本人は気にしていない様子で瞳をキラキラとさせている。

「もちろんです！」

「あなたさえよければ私はいいのだけど……」

　メアは気まずさに目を伏せる。

　名前を名乗るのが億劫だった。

「私、メア・ハミルトンって言うの。名前くらいは知っているでしょう？」

「えっと、ハミルトン公爵家……でしたよね？」

「ええ、知らずに声をかけてくださったの？」

　尋ねると、青年は恥ずかしそうに肩を縮めた。

「すみません。どうにも僕はそういったことに疎くて……。今日もたまたま、父の仕事でこちらに立ち寄った際、参加することになったんです」

（知らないから、私をダンスに誘ってくれたのね）

　大体の貴族はメアのことを知っている。

　社交界デビューで失敗したことや、今の姿も合わせて、自らの意思でダンスに誘ってくれる者などいない。

「私がハミルトン家の令嬢だと知って、踊るのが嫌になってなければいいのだけれど……」

「そんな滅相もない。僕が声をかけたのは美しいなと思ったからです。ただ……身分の差に驚いてしまいましたけど」

　青年は一呼吸置いた。

「僕の名前はネイバー・アーデン。父は貿易商で……ようするに爵位はないんです」

「あら、貿易のアーデンといえば、高級生地の輸入もしている一流企業でしょう。謙遜する必要なんてないわ」

「よくご存じですね。――でも、父の会社です。僕がすごいわけじゃない。こんな僕でも踊っていただけますか？」

「もちろん。ダンスは身分で踊るものじゃないもの」

　ネイバーは顔を真っ赤にして、そっと手を差し出してくれた。メアは一瞬ためらったが、その手に触れる。

　社交界デビューから、いまだに異性に苦手意識があった。

　寄り添ってくれているネイバーをこっそりと見上げる。

　短く切り揃えられている黒髪は清潔感がある。なにより、裏表のなさそうな性格に好感を持った。

（私にこんな日がくるだなんて思っても見なかったわ）

　ホールの隅っこでネイバーと向かい合った。

「すみません。誘ったくせに、僕、あまりダンスが得意じゃないんです」

「私もなの」

　向かい合って、はにかんだ。

（優しそうな人……）

　しばらくすると、音楽がかかり始める。

　すぐにメアは違和感を覚えた。

（あ、あれ……おかしいわね。ステップがずれたわ。ああ、また）

　二人のダンスはぎこちない。

　メアは何度もネイバーの足をヒールで踏みかける。

　ネイバーは何度もステップを乱し、足を引っかけそうになっていた。

　お互いダンスに不慣れなせいで何度もぶつける。

　ただでさえ、身長の高いペアだ。

　下手すぎるために、余計に人目を引いていた。

　周囲のダンスペアははらはらし、巻き込まれないために二人からどんどん離れていった。

　どこからか笑い声が聞こえてくる。

　メアは気をとられて、ダンスに集中することができなくなっていった。

　手にじっとりと汗をかく。

（私のダンスが下手なばっかりに……）

　後悔したそのとき、またしても二人のステップが大きくずれた。

　互いの体がぶつかり、ネイバーの足にメアの足が絡まった。

　メアは自らのドレスの裾を踏み、あっと思ったときには遅かった。

　つるつるとしたドレスの生地が大理石とこすれる。

　メアの体は一瞬浮いた。

　そのままドスンと尻を床にぶつけた。

　スカートが音を立てて破れる。

　真っ赤なヒールは弧を描いて飛んでいった。

　周囲の人々は踊るのをやめ、メアを見た。異常事態に音楽さえも止まる。

　ホールの中央で惨めな姿をさらしていた。

「ハミルトン嬢、すみません、僕……」

　立ち尽くしたネイバーが声をかけてくれた。

　メアは慌てて立ち上がる。

「私がドレスを踏んでしまったせいよ。本当にごめんなさい……」

　せめてネイバーが笑われないようにと、みんなに聞こえるように言った。

　裸足でヒールを拾いにいく。

　呆然とするネイバーに小さな声で「さよなら」と告げ、ヒールを履かずに会場を後にした。遠くでシャーロットが名前を呼んでいるが、振り返らずに駆けていった。

　気がつくと、別棟へ続く外廊下にいた。

　どうやってここまできたのかはわからない。

　人のいないところを探してやみくもに走ってきた。

　外廊下は屋根があるだけで、横殴りの雨がメアを濡らす。

　今日のために用意したドレスは破れ、髪もひどく乱れている。

　おそらく化粧も涙で崩れているにちがいない。

　力が抜けて、手に持っていたヒールを落とした。

　思わずうずくまる。

　情けなくて惨めで涙が出てしまう。

（ほんの少し優しくされて、褒められたくらいでいい気になって……。神さまが罰を与えたのよ。ダンスなんて踊るべきじゃなかった。あんなに優しそうな男性を巻き込むなんて、私って最低……）

　手の甲で涙を拭う。

　ふと、違和感に気がついた。

　手で胸を押さえると、あるはずのものがない。胸元が大きく開いていた。

　屋敷を出たときには、しっかりとパッドを詰めてきたにもかかわらず。

（パッドがない……！　一体、どうして）

　薄暗い気持ちが一気に吹き飛んだ。

　涙は引っ込み、嫌な汗が出る。

（お城についたときには、おそらくあったわ。その後は、お酒を飲んで、ダンスをしただけ。もしかして、あの転んだときに……？）

　転んだ拍子に、胸パッドも飛んでいったのかと思うと、恥ずかしくて仕方がない。

　顔から火が出そうだ。

「いいえ、メア、落ち着くのよ。あのパッドは仕立屋のカタログに小さく載っているようなもの……。珍しい輸入品で知っている人も少ないわ。万が一、誰かに拾われたとしても、なにかわからない」

　自分を勇気づけるように呟く。

　口にすると、ほんの少し冷静さを取り戻す。

「そう、そうよ。それに誰のものかもわからない。今私ができることは、このまま誰にも見つからずに帰ること」

　あの胸パッドはカタログで一目ぼれして、わざわざ国外から取り寄せたものだ。

　値段もそれなりにした。一度しか使っていないため、捨てて帰るのは心残りだが、背に腹はかえられない。恥の上塗りは耐えられなかった。

「シャーロットには申し訳ないけど、彼女には侍女が乗った馬車がついてきているし、先に帰っても問題はないはずだわ」

　そうと決まれば帰ろうと立ち上がる。

　きた道を戻るため振り返ったそのとき、人影が見えた。

　慌てて扇子を広げる。

　化粧の崩れた顔も、ぐしゃぐしゃな髪も、雨に濡れて破れたドレスも、メアが今まで生きてきた中で一番みっともない姿だ。誰にもメア・ハミルトンだと気づかれたくはなかった。

　ただ、息を殺して相手が通り過ぎるのを待つ。

　しかし、足音は近づいてくるとメアの前で止まった。

「大丈夫か？」

　男の声だ。

　話しかけられて、メアは肩を震わせた。

　声や話し方から、ネイバーではない。

　しかし、扇子を下げて相手を確認する勇気はなかった。

「だ、大丈夫よ」

　口早に告げた後、メアは続ける。

「どこのどなたかわからないけれど、私、とてもひどい姿なの。見ての通り、髪も乱れて、ドレスも破れてしまって……。せめて、化粧のとれた顔を見せたくないの。優しく声をかけていただいて、とてもうれしいけど、できればその……」

　どこかへいってほしい、と言葉を濁しながら話す。

　男の表情は見えないものの、相手は「なるほど」と呟き、納得してくれたのだと察した。

「それはすまなかった。俺は君の落とし物を届けにきたんだ」

（落とし物……！）

　心臓を掴まれたように苦しくなる。

「扇子はそのままでいい、手を出してくれ」

　ガクガクと震えながら言われるままに手を差し出す。男の手が下から添えられた。

　メアの手のひらにその落とし物らしきものが添えられる。

　つるつるとした生地に、綿の入ったふかふかの感触。

（ああ、これは……私が探していた胸パッド……。しかも、幸運なことに拾ってくれたのは男性。これがなにであるかは絶対にわからないはず。これは神さまが与えてくれたほんの少しの優しさだわ……）

「まさしく私のものだわ。拾ってくれてありがとう」

　引こうとしても、男に両手でがっしりパッドごと包まれていた。

「あの、手を離――」

「君、氷のように冷たいじゃないか」

「い、いえ、お気になさらず。もう帰ろうと思っていたところだから」

「帰る？　ドレスがこんなに濡れたまま帰ったら風邪を引く。着替えと紅茶を用意しよう」

「あなた一体――」

　驚いて、思わず扇子を落としてしまった。

　横殴りの雨。

　目の前の男も濡れていた。

　空がカッと光る。

　まぶしさで目がおかしくなってしまいそうだった。

　金色の髪がなびいていた。自信たっぷりに輝く紫の瞳。

　頬に伝う雨粒さえも、美しい。

　メアはこの男を知っている。

　突如、雷鳴が鳴り響く。

「近くで落ちたか」

　男は庭を一瞬見たが、すぐに向き直る。

「で、殿下！　失礼いたしました！」

　手を引いてお辞儀をしようとしたが、この国の王子――アーストが手を離さなかったためできなかった。

「かしこまった挨拶はいい。さきほどのように話せ。メア・ハミルトンだな。失礼するぞ」

「え？　どうして、私の名前を……」

　アーストは意味ありげに口元に笑みを作ると、軽々とメアを抱き上げてしまった。

「ひゃあ！」

　メアは慌てて首に手を回してしまう。

「そうだ。しっかりつかまっていたほうがいい」

　彼は自信たっぷりに言うと廊下の先にある別棟へと足を進めた。

「お、下してください！　一体どこへ……」

「安心しろ。あの郭へは誰も近づこうとしない」

　抱きかかえられたまま廊下を通る。

（誰も近づかない……）

　心の中で復唱する。

　頭の中に嫌な想像をしてしまう。

　アーストの言葉を素直に受け取ることもできた。

　メアを心配して、親切にしようとしてくれているだけかもしれない。

　しかし、誰もこない郭に男女が二人きり。なにが起こるかわからない。

　悩んでいる間に郭に連れてこられ、部屋の前でアーストはメアをそっと下してくれた。

　アーストが扉を開けると暖かい空気が流れ込んでくる。

　暖炉に火がともっていた。

「え……？」

　緊張の糸がほどけて間の抜けた声が出た。

「ここで待っていろ。まずは着替えを持ってくる」

「あ、あの……」

　断って帰ろうと思ったが、アーストが片眉をつり上げた。

「遠慮するな。暖炉のそばにいろ」

「は、はい……」

　返事をするとアーストはそそくさといってしまった。

　メアはその場で首をかしげる。

（本当に、着替えを持ってきてくれるのかしら……？）

　言われた通りに中へ入り、暖炉の前に腰を下す。

　近くにソファもあったが、濡れたドレスで座るのは申し訳なかった。

　改めて部屋を見渡すと、別棟とはいえお城の中とは思えない落ち着いた部屋だ。

　石造りの暖炉と壁一面の本棚。

　ふんわりとした赤い絨毯に、飾りのない木製の丸テーブル。

　部屋の中は静かで、暖炉の薪のはぜる音が響くだけだ。

　心が穏やかになっていく。

　さきほどまでの出来事を忘れてしまいそうだった。

　ホッとしていると、扉がノックされた。近づいて開くとドレスを抱えたアーストだった。

「寒くはないか？」

　メアが立ち上がろうとすると手で制される。

「無理するな。足を怪我しているだろう」

　アーストはドレスをソファにかける。

「あの、それ……」

　かけられたモスグリーンのドレスにメアは釘付けになる。

　見ると、タオルとシュミーズ、救急箱らしきものまである。

「安心しろ。着替えはどれも新品だ」

「お気持ちはうれしいのですが入らないと思います。お恥ずかしい話、私は身長が高いのでドレスは特別誂えなんです」

　言いながら申し訳ない気持ちになる。

「もし入らなければ別のものを用意する。一度着てみることだ。あと、そのかしこまった話し方はやめろ」

「わ、わかりました……」

　アーストがじろりと、メアを見た。

「わかったわ」

　観念して言い直す。

　アーストは満足げに頷き、メアに近づくと膝をついた。

「えっと……？」

「足が痛むだろう。手当てをしよう」

　彼の手がメアの足に触れようとしていたので身構えた。

「じ、自分でできるわ」

　すぐに失礼な態度をしたことに気がついて頭を下げる。

「ご、ごめんなさい。でも、足に触れられるのは、その、恥ずかしいの」

　アーストは伸ばした自らの手を不思議そうに見つめ、引っ込めた。

「そうか。……一人で着替えられるか？　必要ならメイドを呼ぶが」

（あれ。今、一瞬寂しそうな顔をしたような……）

　悪いことをしたような気持ちになってしまう。

「なにからなにまでありがとう。大丈夫よ。いつも一人で支度をしているから」

「わかった。俺は紅茶を入れてくる。その間に着替えていろ」。

　彼が部屋を出ていく一瞬まで目を離すことができなかった。

　さきほど見せた悲しそうな顔が、心に焼き付いている。

　メアは立ち上がって彼が置いていったモスグリーンのドレスを手に取った。

　持ち上げてみるとありきたりなデザインのものではないことに気づく。

「思ったよりも大きいのね。珍しいわ」

　生地の光沢と手触りから上等なシルクだとわかる。繊細な刺繍には金糸が使用され、裾にはレースがあしらわれていた。

　一見、落ち着いた色合いのシンプルなドレスだが、細部にこだわったレースの配置は計算しつくされているようだ。

　メアが普段好んで着るドレスとは真逆だが、彼女のおしゃれ心を刺激した。

「なんて美しいドレスなのかしら」

　自分の肩にドレスを合わせる。

　腰の位置や、丈を見ると着ることはできそうだった。

「でも、モスグリーンなのよね。それにこのレース」

　普段なら絶対に選ばない色に、かわいいレース。

　自分で作り上げたメア・ハミルトンは派手な色が似合う。

　薄い顔立ちを化粧で濃くすると、それに合う赤や紫、明るい青のドレスを選ぶことになる。淡い色、地味な色、白なんて絶対に似合わない。

　しかし今は興味が勝った。

「……これは殿下のご厚意なのよ。贅沢を言うのはよくないわ」

　自分に言い訳をしてメアは自らのドレスのリボンをほどいた。

　タオルで体を拭き、傷ついた足を手当てして、用意されたシュミーズを着る。

　そうして、ドレスをもう一度体に合わせたとき、メアの口角は自然と上がっていった。

　体の大きな自分でも入ることがわかって安堵したのだ。

（これならちゃんと着ることができそう。それに……なんてすばらしい肌ざわりなんだろう……）

　袖に腕を通してうっとりする。すばらしいドレスは生地にもこだわることをメアは知っていた。ドレスはメアのためにあつらえたように、体にぴったりと馴染んだ。

　自分がモスグリーンやかわいいレースのドレスに苦手意識を覚えていたことも忘れ、くるりと回ってみた。

　上品に裾が広がり、レースが揺れる。

「かわいらしい……」

　これを持ってきてくれたアーストのことが気になった。

　彼はどうしてこのドレスを持っていたのか。それも新品を……。

　考え込んでいると、扉がノックされた。

　思わずメアは驚いて肩を揺らす。

「俺だ。アーストだ」

　慌てて返事をすると、ゆっくりと扉が開かれた。

　カートを押しながら入ってきたアーストは目を糸のように細める。メアの頭の先からつま先まで見る。そして、なにかに納得したように小さく頷いた。

「ふむ。美しいな」

　飾りっ気のないストレートな言葉に、メアは一瞬なにを言われたのかわからなかった。

　ただ、彼が満足そうに唇の端をつり上げるのを見て、心臓が掴まれたように苦しくなった。

　恥ずかしさでいっぱいになる。

「……あの、ありがとう。このドレス、ちゃんと着ることができたわ」

「そのようだな。体はもう冷えていないか？」

「ええ。おかげさまで」

「そうか。帰る前に紅茶を一杯飲んでいくといい」

　アーストが紅茶を淹れると聞いて驚いた。てっきりそのためにメイドを呼ぶかと思っていたからだ。

　カートも一人で押してきたようだ。

「て、手伝うわ」

「必要ない。客人は座っているものだ」

　アーストはそっけなくそう言うと、丸いテーブルの上に慣れた手つきでカップを置いた。

「さあ、どうぞ。寒かっただろう」

「あ、ありがとう」

　メアは慌ててソファに座り、紅茶に手を伸ばした。

　一口飲むが、緊張して味がよくわからない。

　沈黙が恐ろしく、なにか話題を探さなくてはと考えを巡らせる。

「殿下は――」

「アースト」

　すかさず訂正が飛んでくる。

「ア、アーストは紅茶も一人で淹れられるの？」

　声を上ずらせながら尋ねた。

　アーストは自分のカップに紅茶を注ぎながら、眉の端を上げた。

「それくらいなんでもない。自分で淹れなければ飲めないからな」

　飲めない、ということに疑問を抱いていると、アーストは言葉を続けた。

「この郭は基本的に一部の人物を除いて立ち入ることを禁じている。例外は週に一度、廊下の掃除をメイドがするくらいだ。――俺は少し神経質なところがあってな。たとえメイドであっても、人の気配を感じると気が散るんだ」

「ということは、ここはアーストのプライベートな郭なの？」

「そういうことだ」

　アーストは向かいのソファに腰かけると紅茶を飲んだ。

「……そんな大事な場所に」

　申し訳なさに身を縮める。

　少しうつむいたが、メアはあることに気がついて顔を上げた。

「そ、そういえば、舞踏会を抜けてきて大丈夫なの？」

「気にする必要はない。俺がいなくてもみんな楽しくやっているさ」

「そんなことは、ないと思うけど……」

　参加していた女性の誰もがおしゃれに気合いを入れていた。

　流行りの淡い色のドレス、ブーケのように花がたくさんついた帽子。

　あわよくばアーストとお近づきになりたいと思う女性たちが、誰よりも目立とうと頑張っていた。

　おしゃれが好きなメアは、彼女たちの装いだけでその気持ちが伝わってくる。

「舞踏会を台無しにしてしまった私が、こんなことを言うのはおかしいけれど……きっとみんなアーストが戻ってくるのを待っているわ」

「みんな、か……」

　アーストはカップを置くと、メアをまっすぐ見つめた。

「たしかにホールに戻れば誰かはよろこぶだろうな。だが、今日くらいは付き合う相手を俺が選んでも罰は当たらないだろう？」

　メアは息を呑んだ。

　なんと返していいかわからなかった。

（付き合う相手……？）

　アーストは身を乗り出してくる。

「初めから、君に話しかけようと決めていた」

　彼の紫色の瞳が宝石のように光っている。

　吸い込まれそうな魅力を放っていて、目をそらすことができなかった。

　きっと彼には、メアが呆然としている姿が映っているだろう。

　見つめ合っていると、アーストがフッと柔らかくほほ笑んだ。

「君は不思議な女性だな。ホールで見たときはツンとしていて、高嶺の花のような女性だったのに。今はまるで魔法がとけたようにさっぱりとしていて親しみが持てる。興味深い」

　アーストの声は優しいが、わずかにメアの心を傷つける。

「……いや、悪いな。失礼な言い方をした。謝ろう」

　アーストがあっさり頭を下げるので、メアは慌ててしまった。

「失礼だなんて思ってないわ」

　本当は傷ついていたが、アーストが悪いわけではないとメアは思っていた。

（図星だったから傷ついたんだわ。自分を作っているのは本当だもの。本当の私は素朴を通り越して……）

「君がそう言うならいいが。――俺は無意識に女性を泣かせてしまったことがあってな。どうにも嘘が苦手らしい」

　アーストは言葉を続けず、メアをじっと見つめる。

「すまない、変な話をした。君といると気取らない自分でいられる。つい話し過ぎてしまったようだ。こんなことは初めてだな」

　ほほ笑まれた。

　メアは思わず言葉を詰まらせる。

（な、なんて返したらいいのかしら……。殿下のお顔が美しすぎて言葉が見つからない……）

「だが、今日はもう遅い。大変名残惜しくはあるが、もともと着替えと紅茶だけの約束だ。帰したほうがいいのだろうな」

　メアの手に持っていたカップはいつのまにか空になっていた。

　これ以上、長居する理由が見つからない。

　アーストの言った名残惜しいという言葉が、メアの心を期待させる。

　どうすることもできず、メアはカップを置いて立ち上がった。

「なにからなにまでありがとう。それでその、このドレス……」

「君にプレゼントしよう。ドレスもそのほうがうれしいはずだ。――裏門に馬車を呼んでいる」

　メアは会釈をすると破れたドレスを抱えた。

　暖炉の近くにかけていたため若干乾きつつある。

「メア、またパッドを忘れているぞ」

　どうやら落としてしまったようだ。慌てて受け取った。

「ごめんなさい」

「かまわない。さあ、いこうか」

　部屋を出ると雨は止んでいた。月明かりが二人を照らす。

　裏門を抜けるとアーストの言っていた通り、馬車が待っていた。

　メアは乗り込み、扉を閉める前に頭を下げた。

「あの、本当にありがとう」

　アーストは馬車に乗り上げ、メアの手をぎゅっと握った。

「近いうちに使いを出す。また君と話がしたい」

　手がゆっくりと離れていく。

「夜は冷える。扉を閉めたほうがいい」

　まだ話したいと思ったが、アーストが扉を閉めてしまった。

　しばらくすると馬車が動き始める。

　メアは窓からアーストを見つめ、彼もずっと馬車を見送ってくれていた。

　屋敷へつくまで、メアは雲の上にでもいるようなふわふわとした気持ちでいた。

　湯浴を終えるとようやく冷静さを取り戻す。

　ドレッサーの前で髪を梳きながら、今日の出来事を思い出していた。

（夢のような一日だったわ）

　それでもアーストからプレゼントされたモスグリーンのドレスが現実だと教えてくれているようだ。

　大事な舞踏会で派手に転んだときは悪夢だと思った。

　しかし、それがきっかけでアーストと話すことができた。

（アーストって不思議な人……）

　ホールでアーストを見つけたときは、心の底から退屈そうな表情をしていた。

　そっけない人なのかと思っていたが、少し不器用なだけで、優しくて素直な人だ。

　そして謎多き王子でもある。

　もし、また会えるのならば聞きたいことがたくさんあった。

（一体誰のものだったのかしら……）

　ドレスを着たメアを美しいと言ってくれた。それに、心からよろこんでいるようにも見えた。

「ドレスもそのほうがうれしいはずだ……か」

　アーストの言っていた言葉を口に出してみる。何気ない言葉が胸の奥で引っかかっていた。

（本当は誰かのものだったのかも……。プレゼントだった、とか？）

　自分用にドレスをいくつもデザインしてきたのだからわかる。

　特別な誰かのためにあつらえたドレス。

　体のラインを美しく見せるパターン。金糸を使った繊細な刺繍。

　これはおそらく、その人を思って作られた特別なドレスだ。

　そしてふと、あることを思い出した。

　一気に全身の血が冷えていくのを感じる。

　今までの考えが全部吹っ飛んでいった。

　部屋を出るとき、アーストは優しい声で言った。

『パッドを忘れているぞ』

（ど、どうしてあれが胸のパッドだってわかったの……？）

　メアは一言も、それが胸のパッドであると口にしていない。

　言わなければなにかわからないと思っていたからだ。

　それになにより胸パッドを落とした事実に気づかれていたことが、恥ずかしくてたまらない。

（穴があったら入りたい……！）

　メアはベッドに飛び込むと羞恥で手足をばたつかせた。

















第二章　王子には誰にも言えない秘密がある












　翌日、たびたび舞踏会のことや、アーストとの出会いを思い出して恥ずかしさに悶えていた。忘れることはできない。

　それでもアーストからの連絡はないはずだと高をくくり、いつか忘れることはできると自分を励ましていた。

　しかし、メアの悪夢はここで終わることはなかった。

　メアを心配したシャーロットが屋敷に訪ねてきた。

　ソファに向かい合って座り、なにから話していいかお互い沈黙していたとき、タイミングよく侍女が部屋へやってきた。

「お嬢さま、アースト殿下よりご書状ですわ」

　上機嫌な侍女は手紙を渡してきた。

　メアとシャーロットは顔を見合わせる。

　シャーロットが立ち上がり、メアの隣に座った。

　封筒にはきれいな文字で『メア・ハミルトン嬢足下』と書かれている。すぐには封を切らずに手のひらで隠した。

　侍女が出ていったのを確認してシャーロットは口を開く。

「いつ殿下と知り合ったの？」

　メアはアーストと過ごした時間を誰にも話してはいない。

　侍女や両親にさえも。

　もちろんシャーロットにさえ言いたくなかった。

　彼女を心から信頼しているし、たとえアーストに胸パッドを拾われたと話したとしても笑わないだろうが、少なくとも今は自ら恥をさらす気にはなれなかった。

　まだ、心の傷は癒えてはいない。

　思い出すたびに恥ずかしい気持ちでいっぱいになるのに、口にするなんてできなかった。

「……さあ、なぜかしら」

　はぐらかすと、シャーロットは不満がありそうな表情をしたがそれ以上深く聞いてくることはなかった。

　メアの心に親友に真実を話せなかった罪悪感が募る。

（いつか……本当のことを話そう。話せるくらい、時間が経ってから……）

　窓からシャーロットの馬車を見送った。

　それから、恐る恐る手紙の封を切る。

　中には一枚の便箋が入っていた。

　明日二人きりで話がしたいから裏門から入るようにと、それだけが綴られている。

　この文章だけではアーストの真意がわからない。

『今日くらいは付き合う相手を俺が選んでも罰は当たらないだろう？』

　彼は真剣な表情で語っていた。

（どうして私なの……？）

　メアは戸惑い、目を伏せた。

　その夜、メアはシャーロットに対する罪悪感とアーストに対する不安でよく眠ることができなかった。

　結局一睡もできないまま朝になり、日の出と共にメアは体を起こした。

　仮病を使って欠席しようとは思えなかった。

　メアにとってどんなに恥ずかしい思い出でも、アーストが追いかけてきてくれて手を差し伸べてくれたのは事実だ。自分にとっては消したい過去でも、彼の優しさまで忘れたいわけではない。

（そういえば、アーストはボロボロの私を一度も笑わなかった……）

　雨に濡れ、化粧は涙で流れ、破れたドレスを着ていても、その目に憐れみや嘲笑に染まっていなかった。心配されていることだけが、ただただ伝わってきた。言葉のどれもが優しくて、救われた。

「もう一度、ちゃんと会ってお礼を言わないと。それで……会うのはこれっきりにしよう」

　相手は王族。

　メアは公爵家の娘とはいえ、笑いの種。

　一緒にいるところを見られるのはよくないだろうと考えた。

　プレゼントされたモスグリーンのドレスを手に取る。今日のドレスはこれにすると決めていた。

　アーストと出会った舞踏会のあの夜。帰宅したメアは鏡を見て驚いた。

　アーストは美しいと言ってくれたが、メアはそう思わなかった。

　化粧は落ち、髪も乱れている。お世辞にもきれいだとはいえない。

　だが、拒絶するほどひどくはなかった。

　化粧や髪型を変えれば、きっと似合う。メアは確信していた。

　再びドレスの袖に腕を通し、姿見の前に立った。

　完成をイメージする。

（髪型は控えめな編み込み、化粧もシンプルに抑える。小物はそうね……ベルベットの生地が合うわ）

　迷いなくコーディネートを進めていった。

　すべてを終えて、メアは感嘆の溜め息をついた。

「すばらしいわ」

　このドレスが主役なのだと気づく。

　良くも悪くもドレスの美しさに視線が引き寄せられる。

　それをより際立たせるために、化粧は薄くていい。メア自身は引き立て役に徹する。

（私、こういう色は絶対に似合わないって決めつけていただけなのね。まだまだだわ……）

　デザインを学ぶ者として、こういう見せ方もあるのかと深く考えさせられた。

　新しい世界を知ったようでうれしい。

　沈んでいた気持ちは簡単に軽くなっていく。

（そうだ。このドレスのことをアーストに聞いてみたいわ）

　どんよりとしていた気持ちは少し晴れ、馬車に乗り込んで城へ向かった。

　城の裏門に到着するとメイドがアースト専用の郭へと案内してくれたが、扉の前で「それでは失礼いたします」と去っていった。

（そういえば、この郭は一部の人しか入れないのよね）

　その一部に自分が含まれていることを素直にうれしいと思う。

（メア、調子に乗ってはいけないわ……！）

　自分を強く律するものの、わずかな期待は捨てられなかった。

　先日は抱きかかえられてくぐった扉をノックすると、すぐに開いてメアは驚いた。

　こんなにすぐに反応があるとは思わなかったからだ。

「待っていた」

　アーストは、その美麗な顔をほころばせる。

　一瞬見とれて言葉が出なかった。

（なんてきれいな顔の人なの……）

「ん？　どうした、メア」

「ひゃっ……本日はお招きいただき――」

　油のきれたブリキのおもちゃのように、ぎこちなくお辞儀をしようとするメアをアーストは制した。手を握られる。

「かしこまった挨拶はいい。中へ入れ。紅茶を用意している」

「ア、アースト！」

　引っ張られるようにして郭へと入っていった。

　案内されたのはテラスだ。

　テーブルには紅茶のセットと、一口サイズのケーキがたくさん用意されていた。

「今日はよくきてくれたな」

　上機嫌で、アーストは椅子を引いてくれる。

　戸惑いながらもメアは腰を下した。

　アーストは慣れた手つきで紅茶を用意しながら、声を弾ませた。

「あの日は夜も深かったからな。仕方なく帰したが、俺はもっと君と話がしたいと思っていた」

　答えられずにいるとアーストの熱っぽい視線を感じた。

「……今日もそのドレスを着てくれたんだな」

　紅茶を注いだティーカップを目の前に置かれる。

　アーストの紫色の瞳がメアを見つめていた。

　緊張してなにを話していいのかまるでわからない。

「一段と美しい。やはり俺の目に狂いはなかった」

　彼の視線が頭の先からつま先まで移動する。

　まるで体に触れられているような恥ずかしさをメアは覚えた。

　アーストは満足そうに頷くと、自分の紅茶を用意して向かいに座った。

「そんな君に頼みがある」

　彼の声は静かだった。

「……頼み？」

「ああ、そうだ。君にしか頼めない」

　アーストには借りがある。

　雨に濡れて落ち込んでいたときに手を差し伸べられた恩が。

　メアにできることがあるのならば、力になりたいと思う。

　だが、疑問もある。

　王族である彼が、なぜメアに頼むのか。

（変なお願いじゃなければいいけど）

　メアは一抹の不安を覚えながら尋ねた。

「その頼みって一体……？」

　アーストはメアに真剣な眼差しを向ける。

「俺の友人になってほしい」

　見つめ合ったまま、メアは固まった。

「ゆ、友人？」

　突拍子がなくて、ただ言葉を繰り返すことしかできない。

　アーストはかまわず頷いた。

「そうだ。この身分では信頼できる友人を一人作るのも難しい」

　アーストの言い分はわかる。

　王族ともなれば、人付き合いすら大変だということが容易に想像できる。友人を一から作るとなると難しいのだろう。

「どうして私なの？」

　尋ねるとアーストは視線を泳がせた。

　なにか悩んでいるように見える。

　そうして、何度か小さく頷いた後に立ち上がった。

「……たしかに急に友人になってほしいと言われて、わかってもらうほうが難しい。友情に必要なのは信頼関係だ。秘密を持つのはよくない」

　アーストはなにかを決心したように見えた。

「友人の件はいったん保留にする。まずは俺の秘密を教えよう。……ただ、絶対に他言無用だ。誰にも言わないと誓ってくれ」

　紫色の美しい瞳で睨まれる。

　メアは一瞬身震いをした。

　本来であれば王族の秘密など聞かないほうがいい。

　だが、強い好奇心に負けた。

「……事情がまだ呑み込めないけれど、わかったわ」

「そうか。よかった」

　アーストは安堵したように口角を上げ、メアに近づくと手に触れてきた。

「では、俺の部屋にいこう。こっちだ」

　手を引かれる。

　メアは紅茶に口もつけないままテラスを後にした。

　アーストの足取りはやや速い。繋いだ手からうれしさが伝わってくるようだ。

　だが、なにによろこんでいるのかメアにはわからなかった。

「ここが俺の部屋だ」

　部屋の中は広く、家具のどれもが立派で大きかった。

　ベッドやクローゼットも一般的なサイズよりも一回り大きく、こちらが小人になったような気分になる。

　メアが部屋を見渡しているとアーストが近づいてきた。

「この国の王子、アースト・トールマンには誰にも言えない秘密がある」

　メアは息を呑んだ。

　吸い込まれそうな魅力的な瞳から視線がそらせない。

　アーストが大きく見える。

　身長はヒールを履いたメアより少し高いくらいだが、堂々とした姿が彼をそう見せていた。

「そのせいで、誰にも心を開けず、女に興味をもつこともできない」

　アーストはやや芝居がかった口調で話し、クローゼットへ向かっていった。

　アコーディオン式の扉を開いていく姿は、劇の幕を引いているように見えた。

　クローゼットの中には見るからに高級な衣類がたくさんかけられている。それらをすべて端に追いやった。

　すると、その奥に色とりどりのドレスが現れた。

　メアのクローゼットの中身よりも派手で、量も多く見える。

　アーストはそのうちの一つ、薄いピンクのドレスを手に取って振り返った。

「その秘密とは、ドレスが好きだということだ」

　アーストは自分の肩にドレスを合わせる。

「好きにはいろいろあると思うが、俺は集めるのも見るのも触れるのも好きだ」

　メアは状況を整理できなかった。

　言葉が見つからない。とてもデリケートな問題に思えた。

　メアの動揺にかまわず、アーストはドレスを持ったまま姿見の前に移動する。

「ドレスを好きになったのは母の影響だ。幼いときの俺は、それはそれは愛らしく、着せ替え人形のようにドレスを着せられたものだ。かわいい俺がかわいいドレスを着る。その時だけは父も優しく母も幸せそうにしていた。家族団らんで楽しい時間だった。ドレスを好きになるのは自然なことだった。だが、悲しいことにその幸せは長く続かない」

　アーストは深く息をついた。

「五歳のときに母の持病が悪化して亡くなった。誰も俺のドレス姿なぞ、望まなくなった。それどころか、男らしさを押し付けられ王子たるものを説かれるようになっていったんだ。体もそれに応えるように男らしく成長していく。あっという間にドレスが着られなくなった。……似合わないからな」

　アーストが悲しそうに目を伏せた。

　メアの心がなぜか締め付けられる。

　秘密を打ち明けられたとき、驚き以上の感情は湧かなかった。

　だが、『似合わないからな』と言ったときのアーストの声が震えているのをメアは聞き逃さなかった。

（似合わないとわかっても、つい集めてしまう……）

　アーストと自分の苦悩を重ねる。

　歳月を重ねるほどに伸びていく身長。

　かわいいものが好きなのに、似合わない自分。

　だからといって、似合わないものを着て歩く度胸もない。

　それでも諦めきれなくて、捨てられなくて、惨めに縋りつく。

「……ないで」

　メアの言葉はかすれていた。

「え？」

　アーストが思わず聞き返してくる。

　メアはアーストに近づき、ドレスを持つ手を両手で包んだ。

「似合わないなんて、悲しいこと言わないで！」

　アーストは口をぽかんと開けたまま、メアを見つめた。

　メアはアーストからドレスを奪うと、彼の両肩に合わせて姿見へと向き直らせる。

「アーストは美しいわ。私のように化粧をしなくても、今でも十分きれいだもの。肩幅だって、ほら、私よりも小さいじゃない。悲しむ必要なんかない。男性特有の喉ぼとけはスカーフや首元まであるドレスで隠せるわ。骨っぽい手だって手袋で隠せばいい。見た目なんていくらでも変えられるのよ！」

　やや早口で説明した。

　鏡に映るアーストの瞳が揺れている。

　今にも泣き出してしまいそうに、頬をひくつかせた。

「笑わないのか。俺のことを、頭がどうかしていると思わないのか？」

　彼の声は震えていた。

　安心させるようにメアはほほ笑む。

「笑わないわ。私もドレスが好きな人間よ。アーストの気持ち、わかるわ」

　メアは一呼吸置くと覚悟を決める。

「ドレスがあなたにとって幸せの象徴なら我慢する必要はない。誰も望まないから着ないなんてもったいない。誰かのためにおしゃれをするんじゃない。自分のためにするのよ」

　アーストがなにかを言おうとして言葉を詰まらせた。涙が零れ落ちないように目頭を押さえている。

　感情が伝わって、メアももらい泣きしそうになっていた。

　アーストは落ち着いたように、ゆっくり話し始めた。

「……君は、俺の想像していた以上の人間のようだ。器の大きさに驚かされる」

　気づくと二人の距離はとても近かった。一枚のドレス越しに、肘と肘がぶつかっている。恋人同士のように親しい者の距離だった。

「改めて言わせてほしい。俺と友人になってくれないか。位階や立場など抜きにして、一人の人間として君と付き合いたい」

　メアの心臓が早鐘を打つ。

　緊張する必要はないはずだ。

　アーストは友人になることを望んでいるだけなのだから。

　そして、同じ志を持つ者として断る理由もない。

　メア自身もアーストに恩を感じている。

（着たいドレスのために苦悩する気持ちは誰よりも私がわかっているわ）

「もちろんよ、アースト。これからよろしくね」

「ああ。本当にありがとう」

　アーストは紫の瞳を輝かせて言った。

　メアは視線を泳がせ、今ならあのことを聞けるのではないかと思いたつ。

「あの、聞きたいことがあるの」

「なんだ？」

「ドレスが好きってことはわかったわ。それで、このプレゼントされたドレスは……」

「ああ、俺のものだ。もちろん本当に新品だが」

　アーストはあっけらかんと答えた。

　そして、アーストはメアの手を取り、ドレスの袖に触れる。

「美しいドレスだろう。何度見ても惚れ惚れする。ある絵画のドレスをモデルに、有名デザイナーに作らせたんだ。メアにプレゼントされて、このドレスもよろこんでいるはずだ」

　彼の言い分からある疑問が生まれる。

（もしかして何度も美しいと褒めてくれたのは、このドレスのことを言っていたんじゃ……）

　そう思うとなぜかしっくりとした。

　アーストと別れ、帰りの馬車でメアはぼんやりとしていた。

「アースト、か……」

　彼の名前を口にしてみる。

　アーストはメアの手を握りながら「次はいつ会える？」と聞いてきた。メアは予定を教え、そのときに似合う化粧や、小物を持っていくと約束した。

（次は会わないと思っていたのに……）

　これからも二人の関係は続いていきそうな予感がしていた。

「アースト……」

　もう一度彼の名前を口にする。なぜか胸がドキドキと鳴って苦しかった。

　ただの名前が、なにかの意味を持ち始めていた。






　そうして次の約束の日を迎えた。

　メアは大きなカバンに化粧品や小物を詰め込んで城へ向かった。

　郭へ到着すると、アーストが出迎えてくれた。

「メア！　会いたかった」

　舞踏会の日、つまらなそうにしていた彼とは別人のようだ。

「重そうなカバンだな。俺が持つ」

　メアが戸惑っていると、カバンを握っている手に触れられた。

　思わず離すと彼がそのまま持ってしまう。

「さあ、俺の部屋にいこう」

　まるで恋人に接するように、腰に腕を回された。ドキリと胸が鳴る。

（意識してはだめよ。アーストにはそのつもりはないはずだわ）

　彼の行動はいちいち距離が近い。

　だが、特別いやらしさは感じない。

　メアもいろいろ勘ぐったものの、これが彼の距離感なのだろうと思うことにした。

（体の関係や恋人が欲しいならストレートにそう言うはず。アーストは不器用だけど正直な人だもの。……彼は友人を求めている。変に意識をしたら失礼だわ）

　一週間を経て、メアの考えも変わりつつあった。

（……私だって彼と友人になりたい）

　アーストは『初めから、君に話しかけようと決めていた』と言っていた。

　おそらくアーストは姿を変える魔女の噂を聞いたのだろう。一人悩みを抱え、藁にも縋る思いで、メアに声をかけたはずだ。

　そんな彼の気持ちを踏みにじるようなことはしたくはなかった。

　それになにより、自分の熱と同じくらいドレスに興味をもつアーストに人として惹かれている。もっと仲良くなることができれば、どんなに楽しいだろうと想像する。

　アーストの部屋に着くと、もやもやしていた考え事はどこかへいってしまった。

「じゃあ、さっそくだけどもう一度ドレスを見せてくれる？」

　今からアーストを自分の手でコーディネートできると思うと、今まで悩んでいたことが小さなことに変わってしまう。

　この日のために、いろいろなことを妄想した。

　アーストには何色のドレスが似合うだろうか。チークは朱色だろうか、それともピンク。ウィッグの長さは……。それを考えている時間はメアにとって、とても楽しかった。

　メアにはアーストを誰よりも美しくできる自信があった。

　アーストはクローゼットへ向かっていき、扉を開ける。

「さあ、好きなだけ見てくれ」

　開かれたクローゼットを前に、メアは手を伸ばした。

　色とりどりのドレス。

　その一枚一枚に目を通す。

　そうして、手を止めた。

「この、ドレス……」

　ひまわりを彷彿とさせる鮮やかな黄色。特徴的な襟のデザインに、見たことのない珍しいレースの模様。

（間違いない。以前、庭で会ったあの女性の……）

　顔を上げ、アーストを見る。
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「あなただったの？」

　尋ねると、アーストは恥ずかしそうに視線を落とした。

「……そうだ」

　居心地悪そうに口元を歪める彼は、言葉を続けた。

「普段は着ても外へは出ないんだ。ただ、あの日は干していた帽子が風で飛ばされて……」

「そうだったのね。……私、あなたに会いたかったの」

「会いたかった？」

「ええ、謝りたかったし、帽子を返したかった」

「謝る？　なぜ？」

　アーストは不思議そうに首をかしげていた。

　その様子は、本当に何も気にしていないように見える。

「ドレス姿のあなたを見て、友だちになれそうって思ったのよ。そうしたらうれしくって、我を忘れてまくしたててしまった。怖がらせてしまったんじゃないかってずっと後悔していたの」

　アーストはふき出して笑う。

「はは、あの時の俺はそれどころじゃなかった。あの時間、庭には誰もいないはずだった。俺が王子だとばれたら困ると焦っていたからな。……だが、今思い出すと、確かにメアのあの迫り方は少し怖いな」

　口調からそれが茶化しているのがわかる。

　それでもメアは肩をすくめた。

「ごめんなさい。誰にでもああなるわけじゃないの」

　アーストの手が伸びてきて、メアの頭に触れる。そのまま、優しくなでられた。

「わかっている。俺だって会えてうれしい。だから声をかけたんだ」

『初めから、君に話しかけようと決めていた』

　彼の言葉がメアの中に響いて、胸がいっぱいになっていく。

（……どうして私、こんなにもドキドキしているの）

　恥ずかしさをごまかすように、メアはサッとクローゼットに向き直る。

　頭を撫でる彼の手を、自然に避ける。

「と、ところで、アーストはどういう系統のドレスが好きなの？」

「……系統？」

「レースやフリルをふんだんに使ったかわいいものや、体のラインに合わせたエレガントなものとか、いろいろあるでしょう？」

　メアの言葉にアーストは一瞬戸惑ったようだ。

　視線を泳がせ、自らの顎を撫でる。

「考えたことがなかった。どれもこれも似合わなかったからな……。そのうち仕立ててもらうばかりで、袖を通すことも少なくなった」

　うろたえる彼を見て、メアの心は傷ついた。

　メアにも買うばかりで袖さえ通さないドレスがいくつもある。かわいらしいドレスは、袖を通すのも億劫なのに、捨てることはできない。

「わかったわ。私がアーストを誰よりもかわいくしてあげる」

　メアは中でもひと際フリルの多いアイボリーのドレスを手に取った。

（このドレスなら首元までレースがあるから喉ぼとけは隠れる）

　それからメアは、アーストにシュミーズに着替えるようにと伝えた。

「ま、待て！　ドレスくらい一人で着られる！　さすがに女性ものの下着姿を見られるのは……」

　うろたえるアーストに、カチンとくる。

　メアはたいていのことでは表情を曇らせない。

「ドレスくらい、ですって？」

「……メア？」

　メアの声色が変わったことに、アーストも気づいたようで顔を覗き込んでくる。

「アースト、ドレスを着こなすのが難しいことは、あなたが一番わかっているでしょ？」

　メアの静かな訴えに、無遠慮なアーストもさすがに黙る。

「かわいさに必要なのは第一印象。そのためにはシルエットが大事。そこをおろそかにするなんて、一番だめよ」

「そ、そうなのか……」

「そうよ！　そのために世の女性は辛いダイエットをしたり、運動をしたりするの。すべてはドレスを着こなすため。わかった？」

「わかった。これも美しく着こなすため……」

　アーストは焦り、もごもごと答えた。

「じゃあ、私は廊下に出ているわ」

　メアはそそくさと部屋を出た。

　扉にもたれかかると力が抜ける。

（つい……ドレスのことになるとカッとなってしまったわ。失礼じゃなかったかしら……）

　悩むものの、思い直す。

（でも、ドレスにかんしては間違ったことを言ってないわ。美しさはコルセットからだもの！）

　しばらくして、着替え終えたようで扉越しに声をかけられた。

　シュミーズ姿のアーストにコルセットをつけ、徐々に絞め上げていく。「苦しい」「息ができない」と顔を真っ赤にさせて涙目になるアーストであったが、なんとかつけることができた。すでに疲れたアーストを元気づけながらパニエを穿かせ、ドレスを着せる。アーストは姿見に映る自らの姿を見て固まった。

「コルセットを締めるだけでこんなに印象が変わるのか……」

　アイボリーのドレスにくびれができている。

　もともと細身のアーストには当然女性のように胸はなく、体のラインはなだらかだ。

　それをコルセットで無理やりくびれを作り、腰から下はパニエでこれでもかと膨らませる。どこから見ても女性らしいシルエットへと仕上がっていた。

「驚くのはまだ早いわ。この後に化粧も控えているもの」

　メアは、見るからにうれしそうなアーストにほほ笑む。

（ふふ。よろこんでくれているわ。化粧を終えたらきっと驚くでしょうね）

　その後、化粧を施し、ウィッグをセットした。

　最後の調整にドレスを整え、リボン付きの帽子をかぶせてあげた。

　すべてを終えたことを伝えると、アーストは鏡に近づき、自らの姿をまじまじと見る。

「すばらしい……。ああ、なんて……。言葉にならない……」

　大きなリボンのついたアイボリーの帽子。アーストの地毛と同じ金色のウィッグ。男性らしい手は絹の手袋で隠した。

　もともと真珠のように白い肌はそのままに、頬にはピンクのチークを付けて、唇には薄いピンクの紅を引いた。

　アーストは鏡を見つめたまま褒めるのをやめなかった。

「もうドレスを着ることはできないと思っていた。夢がかなった……」

　彼が振り返り、こちらへ近づいてくる。そして、メアの手を握った。

「本当にありがとう」

　アーストの言葉や表情の節々から心からの感謝が伝わってくる。

「わ、私は……そんなたいしたこと……」

「謙遜しないでほしい。少なくとも俺はメアに救われた。生まれ変わった気分だ」

　アーストが目を伏せる。

　メアも彼の姿を美しいと思った。それを作れる自分が誇らしい。

（私の手は……誰かを幸せにできるのかも）

　そして、よろこぶ彼をうらやましいとも思う。

（かわいくも、かっこよくもなれるだなんてうらやましい……）

　アーストが脱いだ衣服がベッドの上に置かれていた。

（たとえば……私が男に生まれていたら、こんなふうに思わなかったのかしら……。見た目に悩まされずに、平穏に……）

「どうした？」

　アーストに名前を呼ばれて我に返った。

「え、ああ、特に、なにも……」

　自分の気持ちを吐露したいとは思わない。

　しどろもどろに答え、視線を泳がせたが、アーストは気づいたようにベッドの上の衣服を手に取った。

「これが気になるのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃ！　ただ、男性の服ってどうなっているのかしらと。その、デザインとか縫製とか……」

　アーストはきょとんとしたが、声を出して笑う。可憐な女性にしか見えなかった。

「はは、気になっているんじゃないか。好きに見てくれてかまわない。ああ、どうせならとっておきのものを見せてやろう」

　そう言ってクローゼットから真っ赤な上着を取り出し、メアに手渡した。

　肩にはエポレットが、腕の袖には金糸の刺繍があり、ボタンには王家の紋章が刻まれている。

「これは……軍服？」

「ああ、大事なものだ」

「すごく……かっこいいデザインだわ……」

　メアは惚れ惚れして生地を撫でた。

「着てみるか？」

　アーストがいたずらっ子のような笑みで言った。

　メアは慌てて首を振る。

「そういうつもりでみたいって言ったんじゃないわ！」

「そんなに全力で否定しなくても」

　アーストは喉を鳴らして笑った。

（からかわれている……）

　少しむくれたが、軍服に視線を落とした。

（やっぱりかっこいいわ……）

　アーストが思いもよらないことを言ったせいか、メアは自分が軍服の袖に腕を通すところを、ほんの一瞬想像してしまった。

　それに気づくと、なぜだかわからないが恥ずかしい気持ちになってしまった。






　アーストにドレスを着てもらうようになってからしばらく経った。

　二人はすっかり打ち解けて、まるで幼いころから友だちだったかのように心を許し合った。

　誰ともわかり合えなかった高度なおしゃれの話も、アーストは引くことなく、食いついてくれる。

　今までドレスのデザインについてや、化粧のセンスについてお茶会で話しても、どうしても他の人とは熱量に温度差があり、居心地が悪く過ごしていた。シャーロットはいくらでも聞いてくれるが、あくまでも受け身だ。メアにとって、アーストのように打てば響く相手は初めてだった。

　週に一度は顔を合わせ、アーストにドレスを着せる。その後に化粧の仕方や服のコーディネート方法を教えながら紅茶を飲むことがいつもの流れになりつつあった。

　その日、アーストは水色のドレスを着て、上機嫌で紅茶を注いでいた。

　メアに紅茶を差し出すと、なにか思いついたように「ああ、そうだ」と言って話し始めた。

　アーストは自らの紅茶を用意して、向かい合って座った。

「メア、欲しいものはないか？」

　アーストは明るい表情で尋ねてきた。

「どうしたの？　突然」

「いや、いつも俺はしてもらってばかりいるだろう？　たまにはなにか返したいなと思ってな」

「ああ、そういうことだったのね」

　メアは優しくほほ笑んだ。

「欲しいものはないわ。私だってアーストにドレスを着せるのは楽しいもの」

「そう言ってくれるのはうれしいが、それでは俺の気がすまない。なにかしてみたいことや、叶えたいことはないのか？」

「……叶えたいこと」

　メアはカップの中に映る自分を見つめた。

「なんだ言ってみろ」

　アーストは神妙な顔をしていた。

「そうね。きっと叶わないと思うけど……結婚をしてみたかったわ」

「け、結婚……？」

　彼は目を見開いていた。

　とても驚いている様子を見て、メアはクスっと笑う。

「そう。アーストも舞踏会の様子を見ていたでしょ？　私、社交界や舞踏会にいい思い出がなくて……。ずっと噂をされているの」

「そんなもの、好きに言わせておけばいい」

　メアは肩をすくめる。

「そういうわけにもいかないわ。こんな噂のついて回る私をお嫁に欲しい人なんていない。いたとしても気の毒だわ。私と結婚したら、その人もいろいろ噂されるもの。だからもう結婚は諦めているの」

「メアの両親は相手を用意してくれないのか？」

「そういうわけじゃないんだけど……。両親は私の思うようにしていいと言ってくれているの。今まで私がどんなふうに言われているか知らないはずないものね」

　舞踏会の日、転んでネイバーを恥ずかしい目に合わせてしまった。

　翌日、彼へ謝りの手紙を送り、優しい言葉の詰まった返事を受け取ったが、メアはいまだに引きずっている。

「でもいいの。その代わり、夢ができたから」

「夢？」

　アーストが首をかしげる。

「そう、あなたと接して、私は改めておしゃれが好きだって気づいたわ。だからもっと勉強して、ゆくゆくはそういうお仕事をできたらなって今は思っているの」

　夢を語ると自然と声が弾む。

　メアは、さきほどまでの悲観的な言葉を打ち消すように、アーストにほほ笑みかけた。

「これもアーストのおかげよ。あなたと友人になれてよかった」

　感謝の言葉を伝えたが、アーストはよろこんでいないようだ。

　どこか寂しそうな顔をしていた。

「メアはすごいな。俺はそんなふうにポジティブに考えられない」

　アーストは溜め息をついた。

「俺は結婚をしたくない。だが、ずっとそうも言っていられない」

「……アーストはこの国の王子さまだものね」

「そうだ。跡継ぎの問題がある。それだけではない。結婚となれば政治的な要素も絡んでくる」

　メアは押し黙った。

　あの舞踏会もアーストの花嫁候補を捜すためではと噂されていた。

　そこで見たアーストの沈んだ表情を思い出す。

　メアの前ではいつも明るく、笑ったりよく話したりしているが、普段のアーストはずっとああいう難しい顔をしているに違いない。

「それになにより、結婚すればドレスに触れる機会がなくなってしまうだろう」

「そんなことわからないわ。きっとアーストの好きなものを理解してくれる女性もいるはずよ」

　アーストは首を横に振った。

「そんな相手、いるはずがない。気持ち悪がられたら最後。どんな噂が流れるかわかったものじゃない。……だから、いずれはドレスを処分しようと思っている」

「……そんな」

「リスクを考えれば仕方がない。もともと何度も捨てようと思っていたんだ。だが、諦めきれなかった」

　ドレスを好きなもの同士、聞いていると心が痛む。

　もし突然おしゃれを奪われたら、メアの世界はまっくらになってしまうだろう。

　大好きなドレスを着て、自分がいいと思う化粧をする。だから今日も背筋を伸ばして歩くことができる。何度好きなドレスや化粧に勇気や幸せをもらったかわからない。

　それができなくなってしまったら、今よりももっと人の目が気になって自分の部屋から出るのも億劫になるだろう。

　うつむいていたアーストが次第に肩を震わせた。

「結婚については、俺も仕方がないと思う。王族として、跡継ぎを作る責任がある」

「アースト……」

「だが、俺がどうしても結婚を受け入れられない原因は女性たちにある。紹介される女性が痩せすぎているんだ。流行りなのかもしれないが、あれでは病気だ。美しくない……」

　やや苛立ちを含む声色だった。

「そ、そんな言い方ってないわ……！」

　メアは気がつくと立ち上がっていた。

　怒りで声が震えていた。

　アーストが息を呑んだのがわかる。

　メアはだめだと思っても、考えが口から出てしまった。

「そんなふうに、相手を貶めるような言い方をしてはだめよ。たとえ好みの女性ではなかったとしても、あなたにそんなふうに言われたと知ったらみんな傷つくわ！」

「メ、メア……」

　一度声に出すと、言葉が止まらなかった。

　アーストの戸惑う顔を見つめながらメアは言葉を続ける。

「アースト、あなたはおしゃれがどんなに大変なものかを知っているでしょう？　きれいに見せたくて、自分を満足させたくて、私たちは苦しい思いをしてコルセットを締めているのよ。それでも理想に近づけなくて……無理に食事制限をしている娘だって私は知っている。でも、頑張っていることに変わりはないでしょう？　それを……人の努力を病気だなんて！　信じられない！」

　一呼吸で吐き出すように言いきり、肩で息をする。

　呼吸が整いだして、冷静になるとメアは全身の血がサッと引いていくのを感じた。

（ああ、私、なんて失礼なことを言ってしまったの……！）

　アーストはメアのことを友人だと言ってくれた。

　慕ってくれて、親しくしてくれて、言葉は偉そうで強引なところもあるが、身分の差を感じさせない。

　だからこそ、メアは心を開いていった。一緒にいる時間は楽しかった。

　しかし、アーストはこの国の王子だという事実は変わらない。王子としての考えを批判する発言をしてしまった。

　アーストが立ち上がる。メアは肩をびくりと揺らした。

　次の瞬間、アーストは頭を下げていた。

「……すまない」

　想像もしなかった行動に、メアは目を白黒させた。

　メアが固まっていると、アーストは丸いテーブルに沿って歩き、近づいてきた。

「そんなこと、考えもしなかった。たしかにおしゃれは大変だ。このコルセットも、たくさんのパニエも。化粧一つにしても考えることがたくさんある。俺はなにも知らないわけじゃないのにな」

　アーストは自分のコルセットを撫でていた。

「俺の先ほどの発言は、許されるものではない。本当にすまなかった。だが、せめて言い訳をさせてほしい。――俺の母は生まれつき病弱だった。それでも政治のため、国のために結婚をした。体は弱かったが、美しく芯の通った強い人だった。だが、子宝に恵まれず、肩身の狭い思いをした。病弱だということを理由に、死を願っている者もいたと聞く。愛人を作るようにと父に助言するものもいたそうだ。それからしばらくして俺を授かり産んでくれたが、そのせいで持病が悪化したらしい。俺の知っている母は……ほとんどベッドで過ごしていた」

　アーストの目に怒りの炎が点っているように見えた。

「俺は母の苦労を想像することしかできない。だが、健康でさえあれば、結婚しなければ、俺を産まなければ、早くに亡くならなかったのではないかと思う。花嫁候補と会うと、いつも苦しそうだった母がちらつく。不幸にしてしまうんじゃないかと思う。細い女性に会うと……どうしても俺は……」

　苦しそうに顔を歪めるアーストを、メアはかわいそうだと思った。

　なにも言えずにいると、アーストは肩の力を抜いたようだ。

「すまない。本当にただの言い訳だった。メアに指摘されてよかったと心から思う。これから考えを改めるよ」

　悲しそうに目を伏せた。

　メアは小さく頭を左右に振った。

「……ごめんなさい。私も言い過ぎたわ」

　それから少しの言葉を交わして、メアは城を後にした。

　帰りの馬車で今日の言動を反省する。

　怒ったのは常識や、正義の心を振りかざすためではなかった。

　今までメアはたくさんの名前も知らない男性に陰口を言われてきた。

　その中の一人に、アーストが加わってほしくなかったのだ。

　努力も知らず、ただ思った非難の言葉を口にするような卑怯者になってほしくなかった。

　心の底から彼を信頼していると気づく。

　揺れる馬車の中で、アーストが自分にとって大事な人へと変わっていることに戸惑っていた。

















第三章　殿下はご執心












『そんな言い方ってないわ……！』

　資料をめくるアーストの手が止まった。

　二日前、メアに言われた言葉を唐突に思い出す。

　突然立ち上がったメアは、瞳も唇も肩も震わせ、全身で怒りをあらわにしていた。

『アースト、あなたはおしゃれがどんなに大変なものかを知っているでしょう？』

　何気ない言葉だったが、メアが自分のことを信頼してくれているのだとわかる。

　王子という肩書きではなく、個人として見てくれている証しだと。

　そして、その怒りの言葉は彼女の気持ちを裏切ったからだと反省もしている。

　あれからというもの、うれしさと申し訳なさが渦巻いて、胸やけのような鈍い痛みが続いていた。

　公務の途中でたびたびぼんやりとしてしまう。

「アースト殿下、大丈夫ですか？」

　声をかけられてハッとした。

　振り返るとジェイコブが立っていた。銀縁の眼鏡の奥には心配の色が見える。

「……平気だ」

「顔色が悪いようにお見受けいたしますが」

「気のせいだろう。資料を読むのに集中していた」

　重たいファイルを持ったまま、机へと移動する。

「今年は寒暖の差が激しいのが気になってな。過去のデータを確認していた」

　いくつもの資料を照らし合わせ、唸る。

「集中なさっているところ申し訳ありませんが、そろそろグリーンズ大臣との約束が」

　ジェイコブに促され、ポケットから懐中時計を取り出して確認する。

「もうそんな時間か……」

　開いたファイルを閉じると、書斎を後にした。

　廊下を歩きながらアーストは顔をしかめる。

　グリーンズの話すことがなんとなく予想できているからだ。

　客間へ向かうと、すでにグリーンズが待っていた。

　モップのような白いかつらをかぶった胡散臭い男だ。

　王である父はこの男を信用しているようだが、アーストはどうしても好きになれないでいた。

　形式的な挨拶を終え、ソファへ座る。

「それで折り入って、話があるのですが……」

　グリーンズはぺこぺこと頭を下げながら言う。

「持って回った言い方は必要ない。率直に話してもらおう」

「はい。実は……」

　グリーンズは今後の財政が不芳だと語った。

　今でも税が滞っている地域があり、困っていると言う。

　グリーンズは持ってきた資料を取り出し、難しい顔をしながらいかに厳しいかを説明していった。アーストも資料を手に取り、文字を目で追う。

　グリーンズが言うには一年後、不況が予想されるそうだ。

「なるほど。大臣の言いたいことはわかった。このままでは財政難になる可能性がある、というのだな」

　資料の紙をテーブルに戻す。

　グリーンズは、ホッとしたように表情を和らげた。

「ええ、そうなんです」

「それで？　本題はこれからなんだろう？」

「話が早くて助かります。この予想できる危機を乗り切るため、今こそ増税が必要かと」

「ほう」

　アーストは目を細める。

「増税といっても市民ブルジョアが対象です。そうすれば財政難もきっと乗り切れるでしょう。ぜひとも、殿下にはこの考えに賛同していただきたい」

「……ただ賛同しろ、というわけではないだろう」

　ええ、ええとグリーンズは手をこすり合わせた。

「さすが殿下！　次の議会で、演説の際にほんの少しこの話題に触れてくれればよいのです！　そうすれば、貴族たちは反対しないでしょう！」

　鼻息荒く興奮気味に話すグリーンズに、アーストは溜め息をついた。

「……それはできないな」

　賛成してくれるものと思っていたらしいグリーンズは目を見開いた。

　アーストは資料を並べ、そのうちの一つを指さした。

「財政難に陥る可能性がある、という指摘には同意する。だが、この資料には肝心なことが書かれていない。なぜ国の財産が減っているのか、そしてこれからも回復が見込めないのか」

　グリーンズは唇の端をひきつらせた。

「財産が減っている理由の一つは、以前行った舞踏会だ。あれには大層、金をかけたようだな」

　そしてその舞踏会を推し進めたのはほかでもないグリーンズだ。

　必要ないと否定するアーストに対して、王や他の貴族たちの賛同を得て、外堀を埋められた。

　グリーンズはもっともらしい理由で、仲間を作るのが上手い男だ。

（魂胆はわかっているぞ、大臣。今度は俺を仲間に引き入れようとしていたんだろう）

　内心ほくそえみながら次の資料を指さした。

「次に今後、なぜ安定した収入が見込めないかだが、天候による不作が予想されるからだろう。それがここには税が見込めないとしか記されていない。不作で十分な税を農民から集められないにもかかわらず、食糧価格の高騰で苦しんでいる市民から税を絞り上げるなど笑わせる」

　グリーンズは顔を青くして、なにも話さない。

　アーストはそれを肯定と受け取った。

　声色を下げ、囁くように話した。

「……民を侮ってはいけない。その民を貶めるような態度に気づかれれば彼らは俺たちに背を向けるぞ」

　グリーンズはサッと立ち上がると「失礼いたしました」と言って、足早に部屋から出ていった。扉が閉まるとアーストはソファの背もたれに体を預ける。

　悪態の一つでもつきたくなるが、呑み込む。

　メアの怒った顔を思い出したからだ。

　誰かを貶める言動はやめると心に決めている。グリーンズもあれで、大臣としては優秀なところもある。

　ぱちぱちと拍手が聞こえてきた。

「お見事です」

　アーストは背もたれに頭を預け、ジェイコブを見つめた。

　拍手をしていたジェイコブは、思い出したようにクスクスと笑う。

　グリーンズを言葉で言い負かしたことが、彼のツボに入ったらしい。

「グリーンズ大臣に賛同するとは思っていませんでしたが、まさか市民の気持ちを汲む発言をなさるとは。お優しくなったのですね」

「そういうわけじゃない。ただ、他人の気持ちを考えるようになっただけだ。人々がどう生活をし、なにを思っているのか。今は想像することしかできないが、いずれ視察にもいくつもりでいる」

「変わったんですね」

「……いい友人ができた。彼女の受け売りだ」

　ジェイコブは宙を見つめ、考えるようなそぶりをした。

「友人……彼女……。ああ、噂の」

「噂？」

　アーストは頭を上げると、眉を寄せた。

「あくまでも一部で、ですが。アースト殿下にもついに恋人ができたと話題になっています」

「そういう関係じゃない。彼女とはあくまでもよき友人だ」

「私にそう言っても、周囲はそんなふうに見ませんよ。なんでも裏口からこっそり入らせているだとか」

　思いっきり言い返したい気分になってくる。

　メアを大事に思っているからこその配慮であったが、それが裏目に出るとは思わなかった。

　それになにより、アーストの下心のない友情が市井の人々の噂話にされていることが許せない。

「アースト殿下がそれほどまでに入れ込むとは珍しいですね」

　ジェイコブは向かいのソファに腰を下ろす。

「彼女は人としてすばらしい。自分の気持ちを伝える勇気を持ち合わせ、努力もする。自信がない弱い部分もあるが、その奥ゆかしさも魅力的だ。知れば知るほど彼女に惹かれる。美しさとは彼女のためにある言葉だ」

　メアのことを話すと不思議と熱がこもった。

　ジェイコブは驚いて銀縁の眼鏡がずれたが、慌ててかけ直す。

「……それでも友人なのですか？」

「そうだが？」

　ジェイコブは芝居がかった咳をする。

「たとえばの話ですよ。その女性を伴侶にしたいとは思わないのですか？　ほら、アースト殿下だっていつもおっしゃっていたじゃないですか。『結婚相手に求めるのは顔の美醜ではない』と」

「ああ……」

　それはアーストがなによりも大切に考えていた美の定義だ。

「伴侶に？　いや、それは……」

　ない、と笑って手を振ろうとしたが動きを止める。

（ない、こともない……。だが、メアが俺の妻に……？）

　メアには人として惹かれている。

　はじめは興味だった。

　中庭で女装姿を見られてしまった。

　舞踏会の日、『姿を変える魔女』の噂を耳にして、それがメアだと知った。

　改めて見る彼女は、真っ赤なドレスも相まって、どこかツンとした孤高のバラのように見えた。

　派手に転んだ姿も見た。顔を赤く染め、恥ずかしがっているメアに（なんだそんな顔もできるのか）と思った。

　そのまま忘れるはずだった。

　一度女装姿を見られている。

　接触するのはまずいと頭ではわかっていた。

　足元に、あれが落ちてこなければずっと椅子に座ったままだっただろう。

　一目見て、それが胸のパッドであると気づいた。

　仕立屋から取り寄せているパンフレットで目にしたことがあるからだ。

（姿を変える魔女だと言われる彼女も、努力をしているのか……？）

　興味からそのパッドを手にし、メアを追った。

　雨に濡れる彼女を見つけ、素顔を見た。

　第一印象とは違う、幸の薄そうな顔。

　庇護欲がかきたてられた。

　同時に、彼女のことを知りたいという衝動にかられる。

　友人になり、知っていくほどに惹かれていった。

　コルセットを締めてくれる彼女の表情を盗み見たことがある。

　とても真剣で、楽しそうだった。

　ドレスや化粧に対する眼差し、紅茶を囲むときの明るい笑顔や声、照れた顔。

　メアを思い出すと心臓がドキリと鳴った。わずかに淡い痛みが走り、胸を手で押さえる。

（彼女は俺の、理想の花嫁かもしれない）

　ドレスに魅せられるアーストをけっしてバカにはしない。

　真面目で、努力家。

　もしメアが妻になったなら、一途に愛してくれるだろう。それを超える愛を与えられる自信がある。

　それになにより、彼女は体が丈夫だ。

　いつものように紅茶を楽しんでいる席で「私は骨が太いから、なかなか細くなれないの」となんでもない雑談をメアが始めたことがあった。

　彼女は恥ずかしそうに笑いながら「骨格が父譲りなのよね。健康な体に産んでくれたことは心から感謝しているけど」と言った。「健康的でいいじゃないか」とアーストが言うと「そうなの。自慢じゃないけど風邪だって一度もひいたことないのよ」と明るく言っていた。

　彼女と結婚すれば、なんでもないあの穏やかな日々が続く。

　そして、彼女との間にできた子どもはきっと健康でかわいいだろう。

　想像が加速していくのを感じ、アーストは急に恥ずかしくなった。

　両手で顔を覆う。

（ああ、俺はなにを考えているんだ！　メアに失礼だろ！）

「アースト殿下……？」

　心配そうなジェイコブの声に、アーストはハッとした。

　立ち上がると、自分の思う一番冷静な表情を作る。

「くだらんな。こんなところで雑談している暇はない。悪いが席を外すぞ。ため込んでいる書類があるのでな」

　アーストは部屋を出て、自分の郭へと足を向ける。

　しかし一人になると頭の中はさきほどの考えがめぐっていた。

（俺としたことが、理想の相手に気がつかなかっただなんて……）

　意識すると、想像の中のメアは余計に魅力的に感じられた。

（いや、待てよ……。俺がメアをいいと思っても、メアが俺をどう思っているのかはわからない。……少なくとも、嫌われてはないと思うのだが）

『そんないい方ってないわ！』

　メアが激怒した表情を思い出して、アーストの胸がちくりと痛む。

『あなたにそんなふうに言われたと知ったらみんな傷つくわ！』

『信じられない！』

　あれほど感情をあらわにしたメアを見たことがない。

　友人になってくれと言ったときも、申し訳なさそうに笑っているだけだったのに。

（もしかして……嫌われたんだろうか……）

　あの場ではすぐに謝った。

　メアの怒りに触れて、嫌われたくないと思ったからだ。

　過去に一度も、誰に対してもそんなふうに思ったことはなかった。

　権力者同士の付き合いではプライドとプライドがぶつかり合う。

　謝るような状況に持ち込まれたら負けだ。常に先手を打ち、相手よりも優位に立つ。

　そういう考えのもと、アーストは生きてきた。

　だが、彼女の怒りを前にして嫌われたくない、彼女を失いたくないと思った。そして気がついたら頭を下げていた。

（この気持ちが恋かはわからない……）

　アーストは足を止め、自分の胸に手を当てた。

　メアのことを思うと胸が苦しくなる。

（だが、彼女が大事だということはわかる。失いたくはない。そして、ずっと一緒にいたい。これが俺の気持ちだ）

　拳を作ると、アーストは再び歩き出した。






　メアへの気持ちに気づいてから二週間が経った。

　一度はメアと結婚できれば幸せかもしれないと想像したアーストであったが、時間が経つと心境は変化していった。

（やはり、今すぐメアとどうにかなるというのは難しいな）

　山積みの書類を前にしながら、冷静に考えた。

　メアに対しての恋心に気づいたとしても、なにもかもかなぐり捨てて彼女に会いにいく無責任さは持ち合わせていない。

　アーストには国があり、公務がある。常に責任が付きまとう。

　二十五年間、一度も恋にうつつを抜かさず、女に走ることがなかったのは、ひとえに公務に対して真面目であり努力をいとわないからだ。

　気難しく変わり者だと言われているが、その手腕は父である国王陛下も認めている。

　だからこそ、アーストに結婚と世継ぎを切望するものも多かった。

「はぁ」

　休憩がてら椅子を引き、背もたれに体を預ける。

「そもそも、告白なんて、どうすればいいのか。俺が友人になってほしいと言ったのに、次は妻になってくれだなんて。身勝手すぎる」

　なにより、アーストの頭の中には怒った姿のメアが残っていた。

　どんな告白を用意しても、彼女が首を縦に振ってくれるとは思えない。

（下手な提案をして関係を壊すくらいなら、友人のままのほうがいいんじゃないか？）

「……考えていても仕方がない。すぐに結婚しなければいけないわけでもないしな。気分転換に紅茶でも淹れるかな」

　口ではそう言ったものの、アーストには焦りがあった。

　喧嘩してから一度も顔を合わせていない。

　アーストが多忙のため、会う時間を作れないからだ。

　グリーンズの語った財政の不芳は嘘ではない。現在は目立っていないだけで、予想できる危機だ。

　それを回避するため、アーストは公務を増やし、空いた時間に過去の資料を手にし、その道の学者にも会って教えを乞うた。

　グリーンズが市民の税を増やす案を議会に上程するのは時間の問題だ。そうなれば、身銭を切りたくない貴族たちのほとんどが考えもせずに賛同するはずだ。

　アーストは、それをなんとしてでも止めたいと思っていた。

　歴史を知るほどに、市民をないがしろにしてはいけないことに気づく。

　頭の片隅ではメアのことを考えるものの、自分の気持ちだけのために職務を放棄することはできなかった。

　書斎を出て、廊下の窓から何気なく外を見ると、真っ赤なドレスに視線を奪われた。

「メア……？」

　思わず足を止めて、窓の前に立つ。

　外の廊下を歩く後ろ姿はメアに似ている。

　きっちりとした女性を演出する見事な髪結いや、立ち振る舞いは彼女としか考えられなかった。

「まさか……。会う約束はしていないはずだ」

　足を止め、横顔が映る。

　メアに間違いない。

「誰かと……話している……？」

　木の葉が邪魔をして話し相手がわからない。

　メアと話し相手が、中庭のほうへ足を進める。

　ようやく相手を見ることができた。

「ジェイコブ……？　なぜ……」

　メアとジェイコブが楽しそうに話していた。

　今まで抱いたことのない黒い感情が胸の中に広がっていく。

　見たくないと思っても、目を離すことができなかった。

　視線の先にいるメアはそのまま中庭へと消えていった。

　その後、メアがアースト専用の郭へ現れるのではないかと期待を抱いたが、結局彼女が姿を見せることはなかった。

















第四章　雨が二人の心を溶かして












　メアはその日、とてつもなく機嫌がよかった。

　アーストから手紙が届き、来週会えることになったからだ。

　ハミングしながらクローゼットの中をのぞく。

（ああ、なにを着ていこうかしら。あのドレスはまだ完成しないだろうし）

　紺色のドレスを手に取った。

　いつもの派手なドレスではなく、落ち着いていて上品な作りだ。

　アーストにモスグリーンのドレスをプレゼントされたあの日から、そういう装いも悪くないと思い始めていた。

　派手なものしか似合わないと決めつけていたが、可能性が広がっていくようでうれしかった。

　メアの変化はそれだけではない。

　アーストと接するようになって、異性の友人も悪くないと思い始めていた。

　今までたくさんの陰口のせいで苦手意識があったが、すべての男性がそうではないと気づいた。こちらも真摯に接すれば分かり合える。信頼できれば、心強い味方になることを知った。

　だが、アーストを一方的に非難してしまった。

　どこまでも対等でいられると錯覚してしまった。

　あのときアーストはあっさり非を認めたが、メアは出過ぎた真似をしたことを後悔した。

　直後は、罰せられることを恐れたが、時間が経つと別の恐怖に気づいた。

　アーストと話す、あの楽しい時間が永久に失われてしまうのではないかということだ。

　実際にあの日別れて以来、アーストから届く手紙の内容はそっけなく思えた。

　多忙で会えない旨だけが書かれており、それはいつ落ち着くのか、目途も立っていないようだった。口論したことについても書かれていなかったため、あえて触れないようにしているのかと勘ぐった。

　会えないというのは優しい嘘で、このまま疎遠になるのかもしれないと悲しんだ。

　だが、メアにはどうすることもできない。

　一度父の用事で城についていったが、偶然会うこともできなかった。

　自分の軽率な言動を深く反省し、友人をなくしたと悲しんでいたが、アーストから届いた手紙はいつも通り簡素なものだった。

　来週なら会える、とだけだ。

（私が考えすぎていただけだったのね。……いいえ、考えすぎだったとしても、もうあんなふうに軽はずみにアーストを傷つけない）

「アーストは大事な人だもの」

　自然に思ったことが口に出ていた。

「大事な、人？」

　突然背後で声がした。

　メアが振り返ると、そこにはシャーロットが立っていた。

　口をぽかんと開けて、見開いた眼でメアを見つめている。

「シャ、シャーロット？　どうしてここに？」

「何度もノックをしたわ。でも返事がなくて。あなたの侍女は部屋にいるはずって言っていたから、こっそり扉を開いたの。そしたら……」

　シャーロットの表情が上手く読めなかった。

　いつもニコニコとしているからか、無の表情は怒っているようにもただ驚いているだけのようにも見える。

「メア、今、アーストって言ったわよね？　アーストって、もしかして殿下のことじゃないわよね？」

　メアは思わず、手に持っていたドレスを抱き寄せる。

　罪の意識がメアを襲う。

　シャーロットにずっと隠し事をしていた。

　まさか、アーストとの出会いがこれほど続くとは思っていなかった。

　シャーロットに隠すつもりもなかった。やましい気持ちはどこにもないとメアは自分に言い聞かせていた。

（アーストは友人。でも、シャーロットだって、私の友人……）

　手の力を抜いた。

「そう、そうなの……。実は舞踏会の日に、話しかけられて……それから……」

　メアはアーストとの出会いを包み隠さず話した。

　自分の醜態をさらし、どれだけアーストが親切にしてくれたかを語った。

　だが、ドレスが好きな仲間だとは言えない。

　それは本当の意味でアーストを裏切ることになる。

　なぜか意気投合し、友人になったということにした。

　はじめは疑っていたシャーロットだったが、メアがどれほど恥ずかしい思いをしたか、知られたくはなかったことを伝えると少し落ち着いたように見えた。

　一通り話し終えると、シャーロットは少し不安そうに尋ねてきた。

「じゃあ、殿下とはただの友人……？」

「そうよ。時々、お茶をするだけの友人よ」

　はっきりと言うと、シャーロットは明らかにホッとしていた。

「よかった！　てっきりメアったら殿下とお付き合いしているのかと思ったわ」

「ないわ！　そんなこと絶対ありえないわよ！」

　前のめりになって否定すると、シャーロットはクスっと笑った。

　いつもの明るさが戻ってくる。

「いいな、いいな～。殿下と友人だなんて。ねぇ、メア、殿下とどんなお話しするの？」

「なんでもない雑談よ」

　適当に流そうとした。

　しかし、シャーロットは瞳を輝かせる。

　メアは自らの失言に気がついた。

「そうなのね！　それならぜひ、わたしもお話ししてみたいわ！　メアのご友人なら、きっとわたしも仲良くなれると思うの！　ね、お願い～！」

（お願いって言われても……）

　シャーロットの口ぶりはいつものわがままと変わらない。

　だがそれを、なんとしてでも断りたいと思ってしまった。

　今までそんなふうに感じたことは一度もない。

　自分の感情にメアは戸惑っていた。

　断る理由を見つけられない。

　そして探している自分が、とても意地悪をしているように感じた。

「……私、一人じゃ決められないわ」

　絞り出すような声で告げた。

　シャーロットは仕方ないというふうに頷く。

「そうよねぇ。相手は殿下だもの。突然私も同席したら失礼だわ。だから、お手紙で聞いてみてくれない？　幼馴染みもぜひお会いしたいって」

　そう言われると断ることはできなかった。

　メアは自分の感情を悟られないように頷き、シャーロットと約束した通りに手紙を書いた。どうか断ってほしいと思う自分を責めながら。

　返事は翌々日に届いた。

　自室で読書をしているとき、侍女から手紙を受け取った。

　すぐに開いて読むとアーストからは、シャーロットを歓迎する旨が記されていた。

　ひどく気分が落ち込んでしまう。

（なぜなのかしら……。友人と友人が仲良くなるのはいいことなのに……）

　実際、シャーロットとはそうやって過ごしてきた。

　サロンや社交界で知り合った知人を紹介し合う。

　そのことに、なんの感情も抱いたことはない。

（どうしてアーストを独り占めしたいと思うのかしら……？　この国の王子だから？）

　自分の考えに首を振って否定する。

（私は彼が王子だから仲良くしているんじゃない。アーストだから友人になったのよ）

　アーストの笑顔を思い出す。

　ドレスについて語る姿や、化粧によろこぶ彼は性別を抜きにしたおしゃれを愛する同志だ。アーストがもし、見かけだけの王子ならメアも何度も会いたいと心から思わない。

「アーストは特別……」

　メアは手紙を胸に当て、アーストに思いを馳せた。






「まあまあ！　殿下ったら、先週はイノハにいらっしゃったんですねー。偶然だわ。わたしもなの」

　シャーロットの高い声が響く。

　いつもの郭ではなく、城のテラスでメアとシャーロット、アーストで丸いテーブルを囲んでいた。

　もちろんアーストは男性の衣服を着こみ、紅茶は使用人が淹れている。

「ああ。クローク嬢も？」

　さわやかにほほ笑むアーストは、メアから見ると別人に見えた。

　アーストに名前を呼ばれ、シャーロットはうれしそうに返事をする。

「ええ。そうなの。私、あそこには別荘があって、一週間ほどバカンスを楽しんだわ。イノハは素敵ですわよね。海もあってリゾートにぴったりですもの」

「あいにく、俺は学者と話す予定と視察があって、観光はしていないんだ。でも、あそこに別荘か。いい休暇だったんだろうな」

「ええ。それはもう！」

　メア抜きで会話が進められていく。

　完全に入るタイミングを逃してしまった。

　そして無理やり入ったとしても、なにを話せばいいのかわからない。

　メアはイノハに別荘もなければいったこともない。

（そうなのね……。アースト、イノハに……）

　シャーロットとアーストは、絵に描いたようにお似合いだ。

　二人でいるときは、こんな世間話はしたことがなかった。

　新しい染料の話や、ある令嬢が着たドレスの話ばかりしていた。

　アーストの会話からは、地域の風土にかんする知識が豊富なことがわかり、すらすらと言葉が出てきていた。所作からは余裕を感じさせる。

　シャーロットもそれを理解できるほど知識があるように見えた。

　一方でメアは二人がなにを話しているのか、よくわからない。

　ファッションについてなら語れるが、それ以外の知識は人並みだ。

（アーストが王子だってちゃんと考えたことがなかったのかもしれないわ。男性としても見ていなかった。もちろん見られても困るだろうけど）

　シャーロットはアーストの言葉に的確に相槌を打ちかわいらしくコロコロ笑う。

　王子としてのアーストは、誰から見てもかっこよく映るだろう。

　だが、メアは物足りなさを感じていた。

　好きなドレスについて語る彼のほうがメアにとってはずっと好感がもてる。

　コルセットを締めるときの、苦しみながらも耐える姿や、化粧について真剣に学び、新しいドレスを着て瞳を輝かせる彼のことが好きだった。

　しかしそれもいつかは、やめてしまうと言っていた。

（結婚したら……アーストはドレスを捨てるのよね）

　目の前で楽しそうな二人を見ると、そのほうが健全に見える。

　離れの郭でこそこそと密会を続けるメアよりも。

　ドロドロとした感情が心の中を満たしていた。

「すまない」

　突然アーストが立ち上がった。

　メアはハッとして自分の世界から現実に戻された。

　見るとテラスの入り口にあるカーテンの向こうに人影が映っていた。

　アーストはメアとシャーロットを交互に見た。

「少し用事ができたようだ。すぐに戻る」

「お気遣いありがとうございます、殿下」

　シャーロットは両手を重ねて甘い声で言った。

「あの、私たちはこのままいてもいいのかしら？」

　メアが尋ねると、アーストは柔らかな笑みを向けてくれる。

　思わず、頬が熱くなるのを感じる。

　女装をしていないアーストにほほ笑まれるとドキドキすることをメアは忘れていた。

「ああ、かまわない。父の客人がついたようでな。少し挨拶をするだけだ。無視はできないのでな」

　そう言うとアーストはテラスを後にした。

「メアさん」

　代わりに、入り口にいた人物が入ってくる。

　銀色の髪を横に編み込んで束ね、眼鏡をかけた男だ。

「シ、ジェイコブさん？」

　戸惑うメアをジェイコブはほほ笑んでいた。

　自信満々なアーストとは違い、優しい笑顔の表情を作ったジェイコブは対照的だ。

「メア、この方は？」

　シャーロットが不思議そうな顔をする。

　メアは立ち上がってジェイコブを紹介した。

「こちらはジェイコブさんよ。ア……殿下の幼馴染み、なんですよね？」

　メア自身もジェイコブのことはよく知らない。

　以前、父の付き添いで城についていったとき、ジェイコブからそう自己紹介されただけだったからだ。

「そしてこちらはシャーロット・クローク。私の幼馴染みです」

　ジェイコブはシャーロットに小さく会釈をした。

「素敵なお茶の時間を邪魔してしまい申し訳ありません。殿下に客人がいらっしゃったので。……それで、メアさん。少し御髪が崩れているようです。よければ直されてはいかがですか？　鏡のある部屋にお連れします」

「えっ！」

　メアは慌てて髪に振れる。

　手で触った感じでは、大きな乱れはなさそうに思えた。

「すみません。それではお願いできますか？　ジェイコブさんに声をかけてもらえてよかったです。――じゃあ、シャーロット、私いってくるわね」

「え、ええ」

　少し不安げな表情のシャーロットを置いて、メアはジェイコブについていった。

　テラスから廊下へ移り、ジェイコブの後ろをしばらく歩く。

「あ、あの、ジェイコブさん、鏡は……」

　気になって尋ねるとジェイコブは足を止めた。

　つられてメアも立ち止まる。

「メアさん、すみません。髪が乱れているといったのは嘘なんです」

「嘘、ですか？　どうして」

　メアは戸惑った。

　どうして嘘をつかれたのか、わからなかったからだ。

　そして恐ろしさもあった。

　まだお互いのことをなにも知らない。彼の笑顔や声色から、嘘をつかれているだなんて微塵も感じなかった。

　ジェイコブがゆっくりと振り返る。彼は悪びれもせず、笑顔を顔に貼り付けたままだ。

「あなたと話がしたくて」

　銀縁眼鏡の奥で、瞳が怪しく光る。

「……先日お話した件ですか？」

「それもありますが、今は単純にあなたを連れ出したかったんです」

　ジェイコブが半歩近づいてくる。

　なぜだかメアは距離をとりたくなった。

　しかし、ジェイコブの手がメアの手に触れて引き寄せる。

　彼に抱きついてしまいそうになり、つま先に力を入れて寸前のところで止まった。

「おもしろいものを見せましょう」

　ジェイコブは耳元で呟いた。

（おもしろい、もの？）

　尋ねかえす前に、彼は続けた。

「悪いことはしません。どうか、私を信じて。拒絶しないでください」

　二人にしか聞こえないほどの声量だった。

　わけがわからず、ジェイコブの顔を見つめる。

（一体どういうことなの？　嘘をついておいて信じて、だなんて……。それに拒絶しないでって……？）

　目を白黒させていると、ジェイコブは目尻に皺を作って笑った。

「ねぇ、いつになったら私の誘いを受けてくれるんです？」

　少し大きめの声量と内容にメアは体をこわばらせる。

「さ、誘い？」

「あなたは罪な人ですね。私の心をもてあそんでいる。アースト殿下の誘いはよろこんで受けるのに」

　拒絶しないで、と言われたものの抱きしめられそうなほどに引き寄せられて、なんとか手を振りほどこうとする。

　しかし、掴まれた手はびくともしない。メアは力の差を思い知る。

「ジェイコブ！」

　怒りを含む声に視線を移すと、アーストが険しい形相でこちらへ早歩きで向かってきた。

　ジェイコブの腕を掴み、メアを引きはがす。

「どういうつもりだ」

「見てわかりませんか？　彼女を口説いていたんです」

「くど……！」

　悪びれもせずに言うジェイコブに、アーストの怒りは増したように見えた。こめかみに青筋が浮かんでいる。

「おかしなことでしょうか？　彼女はとっても魅力的です。素敵な出会いがあれば、声をかける。普通のことでしょう？」

「……メアは俺の大事な友人だ」

　感情を無理やり押し殺すように言う。

　メアはアーストの怒りに震えあがってしまったが、ジェイコブは涼しい顔をしていた。

「アースト殿下にとって私も友人のはずです。友人同士の恋を、邪魔する権利がありますか？」

「それは……」

　アーストが言い淀む。

「いつだったかアースト殿下は私の腹のうちが知りたいと言っていましたね。……買いかぶりすぎですよ。私だって一人の男にすぎない。美しい女性がいたら結婚して独占したいと思うのは普通なことです」

「結婚して、独占……」

　アーストが言葉を繰り返し、表情がみるみる青くなるのが見てとれた。動揺しているようだ。

「……だが、メアは嫌がっているように見えた。そんなことをしていいのか？」

　ジェイコブはきょとんとして、メアの顔を見る。

「メアさん、私、嫌がるようなことしましたか？」

「えっ」

　唐突に話しかけられ、変な声が漏れる。

　嘘をつかれて、抱きしめられそうになった。

　嫌がるというよりも、疑問のほうが大きい。いまだにジェイコブの真意もわからない。

　アーストがメアを心配そうに見つめていることに気づく。

　言い淀んでしまったことを後悔した。

「わ、私……！」

　弁解しようとしたが、アーストに手を引かれる。

「いこう、メア。クローク嬢が待っている」

　ジェイコブの前を横切ると、「メアさん」と声をかけられた。振り返ると手を振っていた。

「こないだ話していた件について、手紙を送ります」

　返事をしていいのかわからず、黙ったままアーストについていくしかなかった。

　メア自身、混乱していた。

　ジェイコブの『友人同士の恋を、邪魔する権利がありますか？』という言葉に、胸をかき乱されている。

（友人同士の恋……）

　真っ先に思いついたのは、アーストとシャーロットだ。

　アーストとシャーロットはメアから見てもお似合いだった。

　そして、シャーロットがいつもとは違う本気の熱量でアーストに言い寄っていることにも気づいている。

　それを見て心がもやもやとしていた。

（アーストの怒りが、嫉妬ならいいのにって思う私は哀れね……）

　嫌がっているように見えたから、間に入ってくれただけだ。

（彼は私を友人として見ている。下手な思い上がりはよくないわ）

　調子に乗っていいことなどない。

　舞踏会の日のように、転んで辱めを受けることになる、と自分を律する。

「メア」

　アーストが立ち止まった。

　思わず心が反応する。期待して、きゅっと胸が締め付けられる。

　彼の表情はわからない。

「明日は会えるだろうか？」

「だ、大丈夫。予定はないわ」

「……そうか、では迎えにいく。二人で出かけよう」

（二人で）

　いやでも期待してしまう。

（だめよ、メア。私はアーストのよき友人。思い上がってはだめ。彼を失いたくない）

　メアは何度も心の中で呟いた。

　そして同時に男性として、彼に惹かれていることに気づき始めていた。

（この浮ついた心を、アーストに悟られてはだめ）

　唇をきゅっと噛む。

　繋がれた手になるべく力を入れないように気を遣う。

　好きだとばれてしまわないように。






　翌朝、二輪馬車がメアの屋敷の前に止まっていた。

　そのことに使用人よりも早く気がつき、メアは外に出ると近づくべきか悩んだ。

（アーストが迎えに来てくれるっていうから、慌てて外に出たけど。茶色の髪……？　誰かしら……）

　止まっているのは屋根なしの二人乗り馬車で、灰色のシルクハットをかぶった紳士が座っているだけだ。帽子からは茶色の巻き毛が出ている。

　見覚えのない男だった。

　不安になりながらも馬車へと近づいていく。

「あの……」

　声をかけると、見知った紫の瞳と目が合った。

　メアはハッとする。頬がうれしさで上がるのを感じた。

「アースト！」

　アーストは焦った様子で、口元に人差し指を立てた。

「声が大きい。せっかくの変装が意味のないものになってしまうだろう」

「変装……」

　茶色の巻き毛はウィッグで、よく見るとていねいに化粧をしているようだ。

　メアだからこそ、一目でアーストとわかったが普通の人にはまさか王子自らが馬車を操り、一人で出かけているとは思わないだろう。

　メアの視線にアーストは溜め息をついた。

「……ばれるようでは、俺の化粧の腕もまだまだだな。せっかく教えてもらったことを試すチャンスだったのに」

「そんなことないわ。とってもきれいに粉も塗れている。別人みたいよ。瞳の色を見るまで、私も気づかなかったもの」

「瞳の色……。ああ、なるほど」

　アーストのよろこんだ表情に、メアの気持ちも軽くなる。

「今から出かけるのよね。少し待っていて。使用人に伝えてくるから」

　メアは屋敷へ戻り、通りかかった侍女に出かけると言うと自分の部屋から帽子と小さなカバンを手に取った。

　早歩きで馬車へと戻っていく。

　心が弾んでいた。

　まさか二人で出かけられるだなんて思ってもみなかった。

「お待たせ」

　近づいたときには少し息が上がっていた。

　アーストが手を伸ばしてくれる。

　ためらいなく握り、引き寄せられ、馬車に乗った。

　彼が手綱を引くと、馬が歩き出す。

「本当に驚いたわ。まさか変装してくるなんて」

「王族の馬車で仰々しく迎えにいくなんて柄じゃない」

「たしかに」

　メアはクスクスと笑った。

（アーストらしい）

「でも、どうして迎えにきてくれたの？」

　アーストは少し黙った。

　メアはその横顔をじっと見つめる。

　なにか悩んでいるように見えた。

「……二人きりになりたかった」

　呼吸を忘れてしまいそうになった。

　メアはアーストの言葉を待つ。

　その間、思い上がってはいけないと自らに釘を刺す。

「そもそも、俺が多忙だったことが悪いのだが……せっかく時間ができたのに、二人きりになれなかった」

　彼の端正な顔が憂いを放つ。

　メアはハッとした。

　アーストの言いたいことがわかったのだ。

「ごめんなさい！　私が、シャーロットを誘ったから……」

　アーストが視線をメアに向け、なにか言おうとした。

　しかし、メアの声にかき消される。

「ドレスが着られなくて残念だったのね！　今から城へ向かうの？」

　アーストがぽかんと口を開けていた。

　驚いているようだったが、すぐに口を結ぶ。

「いや、今日はメアと出かけたいんだ」

「私と？」

　胸がときめくが、すぐに甘い思考を振り払う。

（多忙だったみたいだし、たまには息抜きがしたいのかもしれないわ）

　メアは浮ついた気持ちを正すように、座り直した。

「いいわね。どこにいくの？」

「城下町へいこうと思う。今日は市場が開かれている日だからな」

「市場！　いいわね、楽しそう！」

　思い返すと、アーストとの時間はいつも楽しい。

　気取らない彼の性格に、飾らない自分でいられることに気づく。

　いつもは着飾って出かけても、上手く話せない。化粧をしないと美しくないという劣等感で尻込みしてしまう。

　だが、アーストは違う。

　技術や努力を認めてくれた。

（アーストは、私の大事な人だわ）

　メアは城下町へ到着するまで、いつもよりも饒舌気味に話をした。

　アーストはただその話に耳を傾けて、時折頷いてくれた。

　城下町へ到着するなり、入り口から賑わっている。

　馬車を預け、二人は市場へと向かう。

　アーストは慣れた様子で一口サイズの焼き菓子を買ってくれた。

　包み紙をいくつか手に持つアーストを横目で見る。

「市場での買い物、慣れているのね」

「……そう見えるか？　大人になってからは市場に行く自由もないんだがな」

「大人になってからはってことは、子どものときはきたことがあるの？」

「……そうだな。母方の叔父が奔放な人で、幼いときに外へ連れ出してもらったことがある。今は疎遠だが。そのときに一度だけ市場へ出かけた。あの日のことは刺激的で、今でも覚えている。買い物の仕方も体が覚えているようだな」

　アーストが、そういえばと言葉を続ける。

「そのとき、ジェイコブも一緒だったな。俺たちは二人ともドレスを着せられていた」

「仲良しだったんですね」

「ああ。兄弟のように育った。――あそこで食事をとろうか」

　アーストは少し先にある丘を指さした。

「ええ」

　二人で向かおうとしたときだった。

「メア？」

　誰かに名前を呼ばれて足を止める。声のほうへ振り返ると、そこに立っていたのは背が高く大柄な男。ネイバー・アーデンだった。

　メアは、驚きの後、相好を崩した。

「ネイバー！　久しぶりね」

　ネイバーとは舞踏会の夜きりだったが、メアは翌日彼へ謝罪の手紙を送った。

　会うことはないものの、細々と文通を続けていたのだ。

「父の仕事で用事があって。――こちらの方は？」

　ネイバーはアーストを見た。

（ええっと……アーストだとは伝えられない……）

　アーストは自然な動きで片手を差し出す。

「アースだ。よろしく」

　差し出された手を、ネイバーはしっかりと握った。

「ネイバーです。――メア、かっこいい彼氏だね」

　メアに笑いかける。

「彼氏じゃないわ。大事な友人よ」

　大事な、という部分を強調する。

　ネイバーは慌てて、二人に頭を下げた。

「それは悪いことをしたね。気を悪くしたらすみません」

「いや、気にしていない」

「よかった。本当にかっこいい人だ。……でも、僕、どこかで見たような……」

　ネイバーがアーストの顔をじっと見つめる。

（ば、ばれたら大変なことになるわ！）

　メアは慌てて、アーストの肩を押した。

「ネイバーごめんなさい。私たち、いかなきゃ」

「ああ、呼び止めてごめんね。――そうそう、例のアレ、もうすぐ届きそうだから」

「ありがとう！　またお手紙書くわね！」

　メアはアーストをぐいぐいと押しながら、ネイバーに言った。

　そのまま二人で丘を登る。

「ベンチが空いていたらよかったんだが」

　アーストはジャケットを脱ぐと、草の上に置いた。

「さあ、座って」

「だ、大丈夫よ。あなたのジャケットの上に座るなんてできないわ」

「メアのドレスが汚れるほうが俺は耐えられない」

　まっすぐ見つめられて、断れなくなってしまう。

　アーストは草の上に座り、メアの手を引っ張った。

「さあ、どうぞ」

「あ、ありがとう」

　冷静を装うため、スッと腰を下して顔を背けた。

（アーストはドレスが汚れるのが嫌なだけよ）

　自分に言い聞かせる。

　沈黙に耐えられず、メアは話し出さずにはいられなかった。

「驚いたわ。まさか、知り合いに会うだなんて」

　今も嫌な汗をかいている。

　たくさんの人が集まる市場で、王子がお忍びで遊びにきているとばれたら大変なことになるところだった。

　紙袋を開けて、中から焼き菓子を分けて食べ始めた。

「彼は……舞踏会で一緒に踊っていた男か」

　アーストの声はいつもよりも低く、気持ちが沈んでいるような印象を受けた。

　異変に気づき、メアは心配になる。

「え、ええ。ごめんなさい、突然話しかけられて嫌な気持ちになった？」

「いや、そうじゃない。親しいんだなと思って……」

　嫌な気持ちになったのではないと知って、メアは安心する。

「そう、私もこんなふうになるとは思わなかったの。舞踏会の翌日にすぐ、ネイバーに謝りの手紙を書いたわ。彼、私のせいで変に注目を浴びてしまったから……」

　返事はないかもしれないと思ったが、ネイバーは見た目通り温和な人柄だった。

　メアの謝罪を受け入れ、ネイバー自身もすぐに追いかけられなかったことを謝られた。

「私はあの舞踏会の日の恥ずかしさを何度も思い出すの。でも、ネイバーは気にしていないみたい。器が大きいのね」

「そうか……」

　会話が途切れてしまった。

　話しているうちに市場で買った焼き菓子は食べ終えてしまった。

　さきほどからアーストの反応がないのが気になった。

　手持ち無沙汰になり、メアはアーストを見る。

　彼はただ遠くの市場を見つめていた。

「大丈夫？　やっぱり、気分がすぐれない？」

「いや、そうじゃない」

　アーストがこちらを向いた。

　寂しそうな表情をしているが、紫の瞳はギラギラと光っているように見えた。

　メアには彼がどういう気持ちなのかまったくわからなかった。

「俺は器が小さいなと思ってな」

　アーストがおもむろに手を握ってきた。

「……アースト？」

　いやでも彼の手の大きさや熱を意識してしまう。

「さきほどから、君が彼をほめるたびに胸の中にもやがかかる。いや、舞踏会で君と踊ったということさえ耐えられない」

　メアはまじまじとアーストを見た。

（どういうこと……？）

　アーストは口を開く。

「もしあのとき、俺がダンスに誘っていたらよろこんで選んでくれていただろうか？」

「ちょ、ちょっと待って、一体どうしたの？」

　アーストが掴んだ手を引き寄せて、胸に押し当ててきた。

　彼の鼓動が伝わってくる。ドクドクと速く、こちらまで移ってしまいそうだ。

「この恋に気づくのが遅すぎた」

　夢でも見ているのかと思う。

（恋……？　今、アーストは恋って言ったの……？）

　ただまっすぐにアーストが見つめてくれている。

　メアの心臓もうるさいくらいに鳴っていた。

　彼の美しい唇が開く。

「それとも、君はもう誰かのものか？　俺の気持ちは、君を困らせるだろうか？」

　包まれていた手をゆっくりと持ち上げる。

　メアの指先に、彼の唇が触れた。

　柔らかく、つややかな彼の唇が。

「俺は誰よりも、君を……」

　先の言葉を待ってしまう。

　早く聞かせてと願う。

　その瞬間、バケツをひっくり返したような雨が二人を襲った。

　突然のことでわけがわからずお互い、目をしばたたかせる。

　先に我に返ったのはアーストだった。立ち上がり、メアを引っぱった。

「メア、あの木の下で雨宿りをしよう！」

　アーストは一つ先の丘の木を指さした。

　彼はジャケットを拾い上げ、なるべくメアが濡れないように防いでくれる。

　木の下ではいくらか雨もましだ。

　ジャケットをメアの頭にかぶせて移動したため、アーストはずぶ濡れだ。

　メアもアーストほどではないにしろ、ドレスは水を含んで重くなっている。

（ああ……なんてこと……きっと化粧が落ちて、悲惨なことに……）

　自らの顔を手で覆った。

（アーストの言葉を期待してしまった……。私ったら、また、調子に乗ってしまったからこんなことに……）

　帰りたい気持ちでいっぱいになっている。

（無理だとはわかっていても、アーストに顔を見られず帰りたいと思ってしまうわ……）

　いい雰囲気だったからこそ、その後に化粧をしていない顔を見られたくはない。

　幻滅されたくないと思う。

「ひどい雨だが、すぐにやむだろう」

　アーストはそう言うと、帽子とウィッグをとった。

　メアは指の隙間からそれを見て思わず声を上げた。

「ア、アースト！　なにをしているの！　誰かにばれたら……」

「誰にばれるって言うんだ。みんなこの雨で蜘蛛の子を散らしたように帰っている」

　丘から市場を見下ろすと、みな声を上げながら逃げ惑うようにあちこちへ向かっている。こちらへくる気配もない。

「それより」

　アーストはいたずらな笑みを向ける。

「なんだ、その両手は。どうしてかわいい顔を隠すんだ」

　近づき、メアの指をつついてきた。

「からかわないで。この雨で私の化粧はきっと落ちてしまったわ。こんな姿、見せられない。それ以上近づかないでほしいの」

「気にする必要はない。化粧をしていない顔は一度見ている」

（からかっているじゃない……）

　化粧をしていない顔を一度見ているのにもかかわらず、かわいいと言ったのかと小さな怒りが湧いた。

　メアが後ずさると、アーストは距離を詰めてくる。

　ついにメアは木の幹に背中をぶつけた。逃げ道はない。

　アーストはメアの手首に優しく触れる。

「かわいい顔を見せて、メア」

　指の隙間からアーストを見ると、意地悪な表情をしているように見えた。

「からかわないでって、言ってるじゃない……！」

　かわいいという言葉が似合わないことをメアが一番知っている。

　からかっているようにしか思えなかった。

「いや、そんなことはない。魅力的で、かわいいよ」

「バ、バカにしないで！」

　気がつくと叫んでいた。

「わ、私は！　自分が魅力的じゃないことも、かわいくないことも知っているわ。その辺の女性よりも背が高くて、骨格が太くて……。おまけに顔だって男っぽい。わかっていて、努力して、装ってやっと女性として外を歩けるの！」

　これ以上言ってはいけないと思っても、口から言葉が溢れて止まらなかった。

　悲しくて視界が歪んでいく。

　顔を隠していてよかったとメアは思った。

　化粧もとれて、自慢のドレスも見るに堪えない状況だ。

　メアにとって、裸で立っているようなものだ。

　恥ずかしくて、情けない。

「メア、君は魅力的だ。俺は心からそう思っている」

　アーストの低い声は、うるさい雨音の中でもなぜかよく聞こえた。

　メアは黙った。

「俺が君に、一度でも嘘をついたことはあるか？」

　少し考える。

　メアの知るアーストは、いつも正直だった。

　正直すぎて女性を傷つけるような発言をするほどに。

「俺は、君に嘘をつかない」

　はっきりと、諭すように言う。

　メアの顔を覆い隠す手の力が緩まる。

　アーストが優しい力で掴んだ手首を引き寄せた。

「かわいいよ、メア」

　優しい声で囁かれる。

　引き寄せられていない片手を、自ら下した。

　アーストがまっすぐにこちらを見つめていた。

「化粧をしていなくても私の顔に幻滅にしないの……？」

「するわけがないだろう」

　指先が頬を優しく撫でてくれる。

「むしろ素朴で愛らしい」

　紫の瞳が熱を帯びている。

　メアは、魔法にかかったように目をそらすことができなかった。

　彼の目からは、からかいや嘘はない。真剣だということだけがわかった。

　アーストが半歩近づく。

　メアの背には木の幹があり、逃げることはできない。

「君のことが好きだ」

（アーストが、私を好き？）

　信じられないという気持ちでいっぱいになる。

（でもこれも嘘じゃない）

　ぼやけた視界のまま彼を見続けた。

　息遣いを感じるほど、彼が近づいてくる。

「俺は君に口づけしたいと思っている。嫌なら突き飛ばしてでも拒んでくれ」

（拒む……？　なんて意地悪な言い方なの……。そんなことするはずがないのに）

　メアはゆっくりと目を閉じた。

　浮ついた心の自分を制することもない。

　唇に柔らかい感触が当たる。

　メアがうっすらと目を開けると、彼と目が合った。

　キスは止まらない。

　頬に彼の手が添えられ、体は木の幹に押し付けられた。

　角度を変え、何度もキスが繰り返される。

　どこにも逃がさないという気持ちが伝わってくる情熱的なキスだった。

　あまりの苦しさにメアが喘ぐように息をすると、彼の舌が狙っていたように中へ滑り込んできた。舌を絡められ、激しく、時折優しく愛撫される。

　繰り返されるキスに、メアはどうしようもなくなった。

　気持ちがよくて立っていられない。

　ただ、彼の唇や舌が、熱くメアを求めていることがわかる。

　食べつくされてしまいそうなキスだった。

　足に力が入らず、助けを求めるようにアーストの濡れたシャツにしがみついた。
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　ふと、彼の下腹部に熱くて硬い欲望に気づき、驚きでメアは目を見開き、固まった。

　たまらなく恥ずかしい気持ちになる。嫌悪感は不思議となかった。むしろ、なにかを期待してしまう。

　アーストもそれに気づいたようで、メアの頬を両手で包み、愛おしそうに唇をついばむとキスは止んだ。

　彼がゆっくりと離れていくと、骨抜きになったメアは足で立っていることはできず、木の根元にずるずると座り込んだ。

　顔が熱い。

「ア……アーストが、私を、好き……？」

　長かったキスに、呼吸をするのも忘れていた。

　肩で息をしながら、メアは絶え絶えに呟いた。

（それに……アーストの体が……私を求めていた。キス以上の、ことも。……おそらく）

　アーストは後ずさるように数歩離れた後、その場でしゃがみこむ。

　そのまま頭を抱え込んだ。まるでなにかを後悔しているように見えた。

「どうして……」

　そう呟いたのはアーストだ。

　メアはもちろん聞き逃さなかった。

「どういうこと？　もしかしてキスしたことを後悔しているの……？」

　不安と悲しさが入り混じる。

　アーストは顔を上げると慌てた様子で否定した。

「ち、ちがう！　これは俺自身の問題で、だな……」

　アーストは恥ずかしそうに髪を雑に掻き上げる。

「メアとキスできるとは思っていなかった……」

「私が拒絶すると思っていたの？」

「ああ。君は今俺を含めて三人の男に言い寄られているんだろう？　まさかキスを許してくれると思わなかったんだ」

「さ、三人？」

　突然のことに、理解が追いつかない。

　まったく身に覚えがなかった。

「一体誰のこと？」

「一人目は俺の親友ジェイコブ。公爵家の爵位を持つ、俺とは違い冷静な判断力もあり、物腰も柔らかく仕事のできる男だ」

「ジェイコブさん？」

「二人目はさっき会ったネイバーという男。見るからに人のよさそうな顔をしている。爵位はないようだが、誠実そうで君も尊敬しているじゃないか」

「ネイバーも？」

「そして三人目は出遅れた俺だ。自分勝手で嫉妬に狂う男。王族という足枷もある」

　語気を弱め、視線を落とした。

「ま、待って！　アースト、あなた誤解しているわ！」

「誤解？」

　瞳だけをメアに移す。

　メアは誤解を解こうと木の根に座りながらも前のめりになった。

「そう。ジェイコブさんも、ネイバーも私に言い寄ってないわ！」

「そんなわけないだろう。ジェイコブは君を俺の目の前で誘っていたし、ネイバーとは文通で親しくしていたようじゃないか。それにさっき『私もこんなふうになるとは思わなかった』と言っていただろう？」

「たしかに昨日、ジェイコブさんにはよくわからないことを言われたけど……」

　アーストがジトっとした視線を向けてくる。

　むくれているようにも見えた。

　メアは手を左右に振って否定した。

「でも、違うのよ！　これには深いわけが……。ああ、もう！　言うわ。これ以上誤解されたくないから……」

　メアは降参し、肩を落とす。

「私、あなたにプレゼントを用意しようとしていたの」

「プレゼント……？」

「そう。以前、私、あなたに怒りをぶつけたことがあったでしょう？　私、あのときのことをすごく反省していて……」

　アーストが流行のために努力する女性を否定した。

　そのことを、メアは心のままに批判した。

　それから、アーストは多忙になり会うこともままならず、メアは寂しい日々を過ごしたのだ。

　もう会えないかもしれない。

　もし、また会えるなら謝りたい。同じ過ちを繰り返さないようにしようと心の中で何度も戒めた。

　アーストは慌てたように話し始めた。

「ま、待て。俺はあのときのことを反省している。細く、青白い女性を嫌う理由はあったとしても、口にするべきじゃなかったと今ではわかる。むしろ、メアに指摘されて俺は感謝しているんだ」

「……そう、なの？」

「ああ。あれから心を改めて、人と接するようになった。みなの俺を見る目が変わっていった。心を開いてくれるようになった。俺の意見は通りやすくなり、以前よりずっと過ごしやすくなった。人を思いやるだけで、こんなにも生きやすくなるとは知らなかった。感謝している」

「感謝だなんてそんな……」

　素直に感謝を伝えられて、うれしさと羞恥から顔が熱くなるのを感じた。

　自分の言動を真摯に受け止め、変わったという行動力のある彼にも魅力を感じた。

　しかし、話が脱線したことに気づく。

「とにかく私はとてもあの日を反省したの。あなたにプレゼントがしたいって。そんなとき、父の用事で付き添い城へいったわ。そこでジェイコブさんに声をかけられて……」

　アーストから手紙で多忙だと言われ、城にいけば偶然でも会えるかもしれないという少しの期待で父についていったメアは、通りかかったジェイコブに呼び止められたのだ。

「はじめは警戒したんだけど、すぐに舞踏会の日、アーストの隣にいた人だったと思い出して……。ジェイコブさんも『自分は幼馴染みです』『仲良くしたい』って言ってくれたから、庭のテラスで紅茶をご一緒させてもらったの」

「それで？　あいつとはなにを話した？」

　不満げに、アーストは口を開いた。

「あいつが理由もなく話しかけるはずがない。裏があるはずだ」

　メアは驚き、否定した。

「ただの世間話をしただけよ」

　メアはほんの少しの嘘をついた。

　実際、ジェイコブとはアーストの話をたくさんした。

　彼はアーストのことを心配しているようだった。

　だが、それを本人の前で言うのはためらわれる。ジェイコブにこの話は内緒にしてほしいと言われたからだ。

「それで、アーストと兄弟のように育てられたって話を聞いて、私、つい『あなたも幼いころはドレスを着たんですか？』って聞いてしまったの。彼は頷いて『アーストとドレス姿の肖像画がうちにありますよ』って。私、アーストにはドレスをプレゼントしようと思っていたの。だからその肖像画をデザインの参考にしようと思って……」

　アーストは神妙な表情で黙った。

　メアはまだ説明が足りないのだと思い、口早に説明する。

「それにネイバーは貿易商で働いているの。それでいくつか、素敵な布を譲ってもらえることになって……。ああ、そうだわ。ネイバーには今恋人がいるの！」

　話が変わったことにアーストは「はぁ」と不思議な声を出す。

　上手く伝わっていないことがわかり、メアは余計に焦りを感じた。

「私とダンスを失敗したことで慰めてくれる女性がいたの！　彼はその人に一目ぼれして、手紙を通じて、私は彼を応援したわ！　それで、今度結婚式も挙げるそうよ。ね？　彼は私をそういう目で見ていないわ！」

「なるほど……」

　アーストは頷き、うなだれた。

　勘違いに気づいたようだ。

「……私に告白したこと、後悔した？」

　アーストは顔を上げた。

「それはない！」

「ライバルが次々に現れて、焦ったから告白したんじゃないの……？」

「どうしてそうなる！　たしかに、ジェイコブに言い寄られる君を見て苛立った。君に触れるあいつの手をへし折ってやりたくなった！　焦って告白したことを否定はしない。だが、この気持ちに嘘はない」

　アーストが立ち上がり、メアの隣に腰を下した。

「俺だって悩んだ。何度も自分の心に問いかけた。メアに好きな人ができたら、俺は笑顔で祝えるかってな。だが、そんなことできるはずがない。友人ならいつまでも一緒にいられると、自分に言い訳しようと思ったこともあった。だが、どうしても、君が……メアが欲しかった。ずっと俺のそばで、ほほ笑んでほしいと願った」

　彼の言葉に、目頭が熱くなる。

　今まで感じたことないような幸せがこみ上げ、涙になって溢れだした。

　同じことを、メアも思っていた。

　友人ならばずっと一緒にいられる。彼は友人を求めている。思い上がってはいけない。

　何度も繰り返し自分に言い訳を続けてきた。

　本当は彼の隣に、女性としていたいと思っているのに。

　だが、思いを伝えれば、彼に軽蔑されるかもしれない。流行を追う、あの細くてかわいらしい女性たちのように。

　自分だけは特別でありたいと思った。

「俺と一緒にいてくれるか？」

　アーストが指の背で、涙を拭ってくれる。

　化粧はすべて雨や涙で流れてしまっているだろう。

　それでも彼は愛おしそうにほほ笑んでくれている。

（アーストは、私に嘘をつかない……）

　メアは肩の力を抜いて、ほほ笑んだ。

「私も、あなたと一緒にいたいわ」

　目を閉じて、優しく触れるだけのキスをした。






　帰りの馬車に乗るころにはすっかり晴れていた。

　アーストは濡れたウィッグをかぶりたくないと言い、金色の髪を帽子に詰めるようにしてかぶっていた。

「メアに思いを伝えられてよかった。……ただ、後悔があるというのも事実だ。言っておくが、俺自身の問題だ」

　アーストにはまだ心に引っかかりがあるらしい。

「アーストの問題？」

　馬車に揺られながら、メアはアーストの横顔を見つめる。

「ああ。あまり大きな声では言えないが、国の情勢が不安定になる可能性がある。今は方々に足を運び、解決策を探している。なんとか対策を考えなければ危機が現実になってしまうだろう」

　よく見ると、アーストの目の下にうっすらと隈があった。

　化粧で今まで隠れていたが、雨で流れてしまったらしい。

（顔色が、悪い気がするわ……）

「忙しいのはわかるけど、あんまり眠れてないの？」

　アーストは力なく肩を落とした。

「そう、だな。ベッドに入っても、不安ですぐに目が覚める。眠気もないから毎夜資料を読みふけっていてな。気がつくと朝になっている」

「それじゃあ、全然休めてないってことでしょ」

　メアには言いたいことがわかった。

　大事な時期だから十分に会えない、ということだ。

　恋人同士、甘いひとときを過ごしたくてもそれはかなわない。

　彼がこの国の要人で、大変なときだから。

　メアは馬の手綱を引くアーストの手に触れた。

「あなたを信じて問題が解決するまで待つわ。……って言うのが、素敵な女性なんだと思う。でも、私はあなたの力になりたいわ。できることなんてないかもしれないけど、それでも」

「メア」

　アーストは少し黙った後、なにかを決意したように話し始めた。

　この国に不況が訪れる可能性があること。

　そして敵対関係にある大臣は、物不足や物価高で苦しむ市民からさらに税を巻きあげようとしているそうだ。

　アーストは増税が行われれば、この国は混乱するだろうと告げた。

「……それなら、貴族に税を課すことはできないの？」

　メアは難しい問題だとわかりつつ、おずおずと尋ねた。

「貴族に増税を告げても貴族院が可決するはずがない。投票権は市民にはなく、貴族にだけあるのだから。自分たちの財布が狙われているとわかれば、賛成するものはいない。だが、メアの言う通り、余裕があるのは貴族たちだ」

　メアは小さく頷いた。

（たしかに……。今よりもたくさん税を払わなければならないと言えば、それに賛同する人はきっと少ない）

　不況になるかもしれないと、真摯に伝えても不安を煽るだけになる。

「……みんなが納得して、自らお金を出せればいいのに」

　メアの呟きにアーストが明るい声で答える。

「そうだな。みんながそうしてくれるとうれしい。だが、難しいだろうな。誰だって自分とは関係のないものにお金を出すのは惜しい。国のためだとしても、それは目には見えにくいものだからな」

「……関係のあることだったら、みんなよろこんでお金を払うんじゃないかしら」

　アーストはメアをちらりと見た。

「どういうことだ？」

「税とは言わず、サービスにお金を支払ってもらうの。たとえば、そうね……」

　メアは先ほどの市場を思い出した。

　たくさんの人々が笑顔で、売買を楽しんでいるように見えた。

「大規模なお祭りなんてどうかしら？」

「……詳しく聞かせてくれ」

「お城で舞踏会を開いて貴族に参加してもらうの。城下町では今日よりも大きな市場を開いて市民に参加してもらうわ。またお城で舞踏会が開かれると知れば、貴族は国中から集まるはずよ。期間を長く設ければ、宿泊施設も潤う。それに……」

　メアは思いついたことをすらすらと語った。

　しかし、アーストの視線に気づき、つぐむ。

「ごめんなさい。こんな素人の考えをつらつらと……」

「いや、悪くない。いろいろ問題点はあるが、おもしろい発想だ。特にサービスにお金を支払うというのは、当たり前だが俺にはない考えだ。市場で貴族に金を落とさせるというのもいいな」

　アーストも楽しそうに語った。

　疲れた目からは輝きがある。

（まるで大好きなドレスのことを語っているときみたい。……彼にとって、国を思って働くことも同じくらい好きなことなのね）

　自分の愛する人が、どれほどすばらしい人なのかを実感する。

　この人と共に歩んでいきたい。

　その気持ちがメアの中で芽生えていく。

　アーストは前へ向き直り、少し黙った。なにかを考えているようだ。

「やはり、いま少しの間は会えそうもない。メアの語ってくれた考えを俺の中で整理したいからな」

「わかったわ」

（本音を言うと、やっぱり寂しい。でも、私の好きな人はこの国の王子だもの。わがままは言えないわ。会えないことはいくらだって我慢できる。……心から彼のことを慕って、信じているから）

　帰路の途中、メアとアーストは馬車に揺られ、つかの間の幸せな時間を過ごした。






　二人が次に会えたのは三か月後のことだった。

　メアはアーストに会えるうれしさに胸をときめかせながら、裏門をくぐる。

　あれから、シャーロットから逃げるようになってしまった。

　シャーロットにはアーストと両想いであることを打ち明けられずにいる。彼女がアーストにどれほど本気かはメアにはわからない。

　だが、アーストに引き合わせてからというもの、シャーロットは頻繁にメアの屋敷へやってくるようになっていた。まるで監視されているような居心地の悪さをメアは感じていた。

　離れの郭が近くなったとき、メアは荷物をぎゅっと握った。

（久しぶりに会うんだもの。暗い顔は見せられないわ）

　扉をノックすると、すぐに開きアーストが出迎えてくれる。

「メア、久しぶりだな。さあ、俺の部屋へ」

　彼の屈託のない笑顔を前にすると、幸福で胸が締め付けられる。

　部屋へ移動するとメアは抱えていた包みをアーストに手渡した。

「メア、これは？」

「開けてみて」

　アーストがリボンをほどくと、白い帽子を取り出した。

「あの時の……」

「ごめんなさい。ずっと返し忘れていたから」

　アーストは帽子を見つめて、目を細める。

「メアと出会って、それほど時間が経っていないのに、ずいぶん昔のことのような気がする」

「そうね。この帽子が私たちをめぐり合わせてくれたのよね」

「ああ、そうだな。以前は何でもないコレクションの一つだったが、今となっては俺の宝物だ」

　そう言って帽子をかぶるアーストは、女装をしているわけでも化粧をしているわけでもないが似合っていた。

「そうだわ。もう一つ渡したいものがあったの」

　折りたたんだ紙をアーストに手渡した。

「渡したいもの？」

　尋ねながら、彼は紙を開いた。

「ドレスのデザインよ。もう制作に取りかかってもらっているわ」

「これが……俺のためにデザインしてくれたドレス……」

　アーストの瞳が揺れる。口角が上がり、よろこんでくれていることがわかった。

　彼の指先がデザイン案を撫でる。

「結局ジェイコブさんには肖像画を送ってもらったの。それを参考に考えてみたわ」

「以前、ジェイコブがメアを口説いて、手紙を送ると言っていたアレか。あれから、あいつからは何もないか？」

　アーストに尋ねられ、メアは苦笑した。

「ええ、大丈夫よ。そのことについてだけど、手紙であの日のことを改めて聞いてみたら、アーストを焚きつけたかっただけだと言っていたわ」

「俺はまんまとのせられたということか」

　アーストは悔しそうに唇を歪めた。

　そして、手に持っているデザイン案に視線を移す。

「それにしてもいいデザインだ」

　そうして目を閉じる。

　ドレスの完成を想像しているようだ。

「きっと完成品はもっと素敵なんだろうな。このドレスを着て、外に出かけられたらどんなにいいか」

「そうね」

　メアにはそれがどんなに難しいことかわかる。

　普段は現実的な考え方をするアーストだが、よほど疲れているのだろう。

　目の下の隈は以前よりも濃くなり、頬はややこけている。

（アースト、本当に大変なのね……）

「あの、あれからお仕事はどう？　目途はつきそうなの？」

　尋ねると、アーストは顔を上げた。

　柔らかな笑みを向けられる。

「ああ、メアのおかげで企画は通った」

「よかったわ。……それにしてもよく受け入れてくれたわね」

「父はあっさり賛成してくれたよ。意見が対立していた大臣も、根っからの悪人ではない。この国をよくしたいという気持ちは同じだ。ただ少し、金にがめついだけで」

　アーストの毒のある物言いに、メアは思わず乾いた笑いが漏れた。

「一応メアの考えをもとに、三日間舞踏会を開催することにした。一部でこの情報は公開され、注目され始めている。上手くいけばいいが」

　ふと、メアはあることをひらめいた。

「その舞踏会の一日を仮面舞踏会にするのはどう？」

「……仮面舞踏会？」

「ええ、そうしたら、アーストだってドレスを着て参加できるんじゃないかしら。万が一女装だとばれても、そういう余興ってことにできるし……」

　口走った後、メアは我に返った。

「ごめんなさい、私、変なこと言ったわね」

「いや、そんなことはない！」

　アーストは目を輝かせていた。

「いい考えじゃないか！　仮面をつければ、ドレスで参加できる！　ぜひ、メアのデザインしたドレスで参加しよう！」

「い、いいの？」

「当然だ。国のために頑張っているのだ。これぐらいの褒美があってもいいだろう。――そうだ。それまでに肝心のドレスは完成するだろうか」

「え、ええ。大丈夫だと思うわ」

　アーストは得意げにほほ笑むと、メアの手をとった。

　引き寄せ、指先にキスをする。

「そのときは俺と一緒に踊ってくれるか？　パートナー殿」

　恥ずかしさで息を呑む。

「……よろこんで」

　小さな声で返すと、アーストは満足そうに唇の端をつり上げた。

「よし。俄然やる気がでてきた。この舞踏会、必ず成功させてみせる」

　アーストの自信満々な姿に、メアは口元を緩めた。

（よかった。少しは元気になってくれたみたい……）

　それから少し経って、メアは城からの舞踏会の招待状を受け取った。

　そこにはアーストが決めたように仮面舞踏会の日程も書かれていて、メアはホッと胸をなでおろした。

（仮面舞踏会は初日なのね）

　三日間開催される舞踏会。

　そしてメアには別の思惑があった。

　この舞踏会の行われている間に、シャーロットに気持ちを伝えようと考えていた。

















第五章　バラは愛に溺れる












　舞踏会当日。

　城の広場に市民が集まっていた。

　メアもまた、人々から離れた場所でその様子を見守っている。

　城のテラスからアーストが現れると、割れるような拍手が送られた。

　アーストはうやうやしく礼をして、拍手が止むのを待った。

「今日はよく集まってくれた。三日間という長い催しを各々楽しんでもらえればと思う」

　アーストの表情は生き生きとしていた。

　以前、花嫁探しと噂されていた舞踏会のときとは違う。

　人々もアーストの挨拶に熱気が高まり、拍手と歓声を送っていた。

（盛り上がっているみたい。よかったわ……）

　内情を少し知るメアは、ホッと胸をなでおろした。

　メアが知る限り悪い噂も入ってきていない。

（少なくとも国の情勢が不安定だと察している人はいないでしょうね……）

　メアは満足そうなアーストを横目に人を避けるように裏門へと移動した。

　大荷物も抱えて一人郭へ向かう。

　裏門の兵士たちが気を遣って途中まで運んでくれたが、やはりここには入れないらしい。扉の前まで運んでもらい、扉をノックすると演説を終えたアーストが出迎えてくれた。以前あったときよりもさらにやつれて見える。

「だ、大丈夫なの？　顔色が悪いわ」

　心配するも、アーストはメアが持ってきた荷物を軽々と抱えた。

「平気だ。もうすぐこの苦労から解放されると思えばなんともない」

　郭へ入っていく。

　廊下を歩きながら、アーストは話を続けた。

「おかげさまで、城で行う仮面舞踏会が衆目を集めているようだ。これもメアのおかげだな」

「そんな……私はたとえばの話をしただけで。企画を実現させたアーストがすごいわ」

「どんなに行動力があろうとも、人々を納得させる企画でなくてはならない。沈むとわかっている泥船には誰も乗りたがらないからな。俺もいいと思ったから話を膨らませ、みなも賛成してくれたのだ」

　アーストは立ち止まり、振り返る。

「これからはメアの話をもっと俺に聞かせてくれ。普段考えていることから、どんなものが好きか。何気ないことでいい。恋人として君を知りたい」

　恋人、という言葉にときめいてしまう。

（私たち、恋人、なのよね……）

　あのときのキスから一度もそれらしいことはない。

　前回会ったときですら、友人でいたときと変わりはない。

　彼のキスや、全身で求められた熱さを思い出さない日はない。

「どうかしたか？」

　アーストに心配そうに見つめられていた。

　メアは現実に戻され、アーストの美しい顔が近いことに気がついた。

　自然に唇を凝視してしまう。

「な、なんでもないわ！　す、すぐに用意をしましょう！」

　その場はなんとかごまかし、アーストの部屋へつくとまず、いつものようにシュミーズに着替えてもらうことにした。

　メアは着替えが終わるまで、廊下で待つ。

　アーストを意識するとあの日の熱が体に戻ってきてしまう。

　キスの気持ちよさを何度も思い出してしまう。

　アーストの唇を見つめると、またしてほしいと願う。

　どうしたらしてもらえるのだろうとさえ……。

（私がそんなことを考えているだなんてアーストに知られたら、ふしだらな女だと思われてしまうかも）

　メアはアーストが幻滅する姿をなぜか簡単に想像することができた。

　頬の熱を冷ますように自らで仰ぐ。

（絶対に、キスしたいとばれてはいけないわ……）

　心に強く誓ったメアであったが、意識してはいけないと思えば思うほどアーストの唇が気になってしまった。

　アーストの着替えを手伝っている間、ちらちらと見てしまう。

　化粧を施しているときにも無意識に手が止まってしまった。

　視線はアーストの唇をぼんやりと見つめている。

「メア？」

　声をかけられてハッとした。

「ご、ごめんなさい。どんな化粧にしようか悩んでしまって……」

「珍しいな。メアが悩むだなんて。いつも迷いなく決めてしまうのに」

　髪をネットでまとめたアーストが、驚いた様子で言った。

　彼の言う通り、いつもなら迷わず筆を進め、すぐに終わらせている。

　今は半分も進んでいなかった。

　アーストがフッと口元を緩める。

「だが、こんなに美しいドレスなら化粧の選択肢も広がってしまうんだろうな」

　メアのデザインしたドレスは淡いピンクのドレスだ。

　つややかなサテン生地に、白のレースを合わせている。

　腰には同じ生地のリボンを結び、緩やかな膨らみのスカートは地面についている。

　かわいさとエレガントさが合わさった美しいドレスだ。

　同色の帽子や、小物も用意した。

　化粧や髪型でどんな印象にも変化させられる魅力的なドレスだ。

　アーストはスカートをつまんで見せる。

「俺は特にこの色味が気に入ったな」

「肖像画を参考にしたからね。アーストは覚えてないの？」

「覚えてないな。あのときはたくさんドレスがあったから。だが、これはとても素敵だ。大事にする」

「気に入ってもらえたみたいでよかったわ。さ、目をつぶって。化粧の方向性が固まってきたの」

　アーストが言われた通りに目を閉じると、先ほどまでの悩みが消えていった。

　迷いのない気持ちで筆を手にする。

　粉をはたき、紅を引いて整えていく。仕上げにピンクの頬紅をのせた。

　あっという間に髪結いまで終わらせる。

　頭に帽子をのせて、メアは声をかける。

「完成よ」

　アーストの瞼がゆっくりと開かれる。

　彼は鏡の中の自分を見つめ、言葉を失った。

　メアは表情から満足してもらえたことに気づき、シルクの長い手袋を手渡す。

「あとはこの手袋をつけて、スカーフを巻きましょう」

　向かい合ってレースのスカーフを首に回す。そのまま結んであげると目が合った。

　ドキリと胸が鳴る。

　アーストがわずかにほほ笑んでいる。

　メアは恥ずかしさを紛らわすようにスカーフをきゅっと締めて、目をそらした。

「終わったわ」

　アーストは気にも留める様子もなく、鏡台に向かうとその場でくるりと回った。

「さすが。すばらしいデザインだ。素敵な贈り物をありがとう」

　アーストは首だけで振り返り満足そうに言った。

「いただいたドレスを参考にして作ったんだけど、サイズが合っていてよかったわ」

「ああ、あのプレゼントしたものか」

「ええ、私、あのドレスをとっても気に入っているの。プレゼントされたからというのもあるけれど、ああいう落ち着いた色が自分にも似合うだなんて知らなかったから、いい勉強になったわ」

　アーストはメアにさまざまなきっかけを与えてくれた。

　友人関係や、夢、可能性を広げてくれた。

　アーストが鏡の前から移動する。

「それなら、このプレゼントもよろこんで受け取ってくれるかな」

　クローゼットへ向かい、なにかを取り出した。

　アーストが振り返ったとき、メアは驚きの声を上げる。

「プ、プレゼントって、もしかしてそれ……」

　メアは後ずさる。

　アーストが手に持っているのは軍服だ。

　以前見せてもらったものとは少しデザインが違う。

「メアのために特別に作らせた」

「そういうことを気にしているんじゃないの！　だってそれ軍服じゃない……。私に男装をしろっていうの？」

　拒否する反応をしているものの、まったく考えたことがないわけではなかった。

　自分の顔にコンプレックスはあるものの、アーストの軍服に触れたとき、少しだけ考えてしまったことがある。

　きっと似合う、自分でもそう確信していた。

「おもしろいだろう？　君の男装は美しいだろうな」

「うう……」

　メアはアーストが嘘をつかないことを知っている。

（心からそう思っているんだわ……）

　期待されることはやはりうれしかった。

　黙っているとアーストは意地悪く続けた。

「それともメアは、俺との約束を反故にするつもりか？　仮面舞踏会、一緒に踊ってくれると言っただろう？」

　一瞬にしてあの甘い日を思い出す。

（た、たしかに約束したわ）

　アーストが近づいてくる。

　魅力的な香りがする。

　男性用のムスクに女性用の化粧品の匂いが混じっている。

　気づくと、キスできそうなほど近くに彼がいた。

「メア、大丈夫だ。君はなににでもなれる」

「なににでも？」

　気を抜くと声が裏返ってしまいそうだった。

　アーストは離れ、ベッドに軍服を置くと、サイドテーブルに伏せられた銀色の手鏡を手にした。

　再びメアに近づき、後ろから抱きしめるようにして手鏡を覗き込む。

　頬と頬が触れ合う。

　手鏡を二人でのぞいていた。

「君はもっと自分を信じてあげるべきだ。その手は、きっとあらゆるものを美しくし、幸せにすることができる。おかげで俺はこんなにも美しくなれた」

「買いかぶりすぎよ。かわいくない自分のために努力しただけ」

　アーストの鏡を持っていないほうの手が、メアの顎に触れる。

「かわいくないだなんて、悲しいことを言うな。メアはかわいい」

「そ、そんなこと」

　顔を背けようとしたが、アーストの手がそれを許してはくれなかった。

「ほら、こんなふうに俺の言葉一つで赤くなる。愛おしいよ」

　甘い声がメアの鼓膜を愛撫する。

　彼の指に頬を撫でられると、心がとろけてしまいそうになる。

「……メア、本当に男装をしてくれないのか？」

　囁かれる。

　吐息が耳に掛かっていた。

「どうしてそんなにこだわるの？」

　平静を装いながら尋ねる。

　心の奥では、男装をしてみてもいいかなと思いながら。

「メアが男装をしてくれないと困る。いくら仮面舞踏会といえ、俺ほどの絶世の美女を誰も放ってはおかないだろう？」

　真剣にそう言う彼に、メアはふき出してくすくす笑った。

「……君は笑顔のほうが似合う」

　耳元で響く低い声に心臓がドキリと音をたてた。

「わ、わかった。やるわよ」

　メアは観念して言った。

「男装してあなたと踊るわ。絶世の美女がアーストってばれたら困るものね」

　鏡の中のアーストはやや不服そうに唇をすぼめた。

「……言いたいことはいろいろあるが、君が許可してくれたのなら今はそれでいいとしよう」

　そうして手鏡を近くのドレッサーに伏せる。

　アーストが近づき、向かい合ったかと思うとメアのドレスのリボンに手をかけた。そのまま、するりとほどかれる。

「い、一体なにをするの！」

　メアが驚くと、アーストは意地悪な笑みを向けてきた。

「手伝いをしようと思ってな」

「ひ、必要ないわ！」

　ボタンに触れられて恥ずかしさでいっぱいになる。

　ここが彼の部屋なのだということを思い出した。

　友人だったため意識したことはなかったが、男女が同じ部屋に二人きり。

　しかも、今は恋人なのだ。なにが起こってもおかしくない。

　ドレスに触れる彼の指先から熱を感じる。

　ボタンの一つを指先で外されてしまった。

　息をするのも忘れて、その行為をただ見つめてしまう。

　アーストのクスっという笑い声でメアは我に返った。

「着替えくらい自分でできるわ！」

　アーストを部屋から追い出して鍵をかけた。

「そういうことなら先にホールの入り口で待っているとするかな」

　扉越しにアーストの声が聞こえてきた。

（ほんとに意地悪な人……）

　メアはむくれながらも視線を軍服へ向けた。

　白地に金糸で刺繍が施されている。

　アーストに軍服をみせてもらったあの日から、着ることを想像したことはあったが、まさか自分が着ることになるとは思わなかった。

　軍服を手に取ると、それだけで自分に似合うことがわかり、メアは興奮で体が震えた。

　今までどんなドレスでもそんなふうに感じたことはない。

　メアは恐る恐るドレスを脱いで、支度を始めた。

　着替え終わるとドレッサーの前に座り、化粧を施す。

　髪を撫で上げ、後ろ出に三つ編みにした。

　鏡の中の自分は物憂げな表情をしている。

　しかしそれも恐ろしいほど似合っていた。

「こんなに男装が似合うなんて……」

　糊のきいた軍服は広い肩をきれいに見せる。

　キリっとした眉や、コンプレックスだった切れ長の眼はいやにセクシーだ。

　父や兄を超えるほどの男前に、自分でも鏡の前で溜め息をついてしまう。

「……いつまでもここにいられないわ。アーストがホールで待っているはず」

　ドレスコードである目元だけを隠す仮面をつけ、メアは部屋を後にした。

　アーストを探し、ホールの入り口へやってくるとすでにアーストは男性に囲まれていた。

　しかし声を出せば男とばれるため瞼をやや伏せ、扇をゆっくりと仰ぎながら時々頷くだけだ。

　それが余計に男たちを刺激したのだろう。一言でも話してもらおうと躍起になっているように見えた。

　メアは慌てて、アーストに近づく。咳払いをして低い声を心がけた。

「すみません。待たせましたね」

　扇で隠してはいるが、なんとなく彼がよろこんでいることはわかった。

　手を差し伸べると、無言でそっと握ってくれる。

　アースト目当てに集まっていた男性は、その姿を見てがっくりと肩を落とす。

　攫うようにホールへとエスコートしていく。

　アーストがメアにしか聞こえないくらいの声量で話しかけてきた。

「色男になったじゃないか」

「おかげさまで。その辺の男性には負ける気がしないわ」

「君はそれくらい自信を持っていたほうが美しさが際立つな」

　二人で視線を合わせて、にやりと口角を上げた。

「ちょうどワルツが始まるようだ。もちろん相手してくれるだろう？　パートナー殿」

　アーストの余裕の笑顔に、メアは固まった。

「そ、そのことだけど、ダンスは得意じゃないの。それに、男性パートなんて踊ったこと……」

「気にする必要はない。不安なら俺に任せてはくれないか？」

「任せるって言ったって――」

　最後まで言えなかった。

　アーストに引っ張られ、ダンスの輪の中に入ってしまったためだ。

　メアがどうしていいかわからずに手をさまよわせていると、彼に掴まれ、腰に添えさせられた。もう一つの手はしっかりと握られる。

　アーストが耳元に顔を寄せてくる。

　ヒールを履いた彼は、男装をしているメアよりも身長が高い。

　だが、自分より大きなドレス姿の彼を見ても嫌な感じはしない。それどころか、美しさを前に惚れ惚れしてしまう。

「メア」

　耳元で名前を囁かれる。

　声はいつものアーストでドキリとした。

「技術なんて必要ない。ただ揺れているだけでいい」

「……揺れているだけ？」

「ダンスの基本はただ楽しむことだ。誰の目も気にしなくていい。俺と君が楽しければいいんだ」

「ふふ、アーストらしい」

　彼の言う通り、二人はただ音楽に合わせて揺れていた。

　すばらしい音楽に耳を傾け、視線を交わし、互いの熱を感じる。

　そうしていると周りが見えなくなっていった。

（誰の目も気にしなくていい、か……）

　彼の言葉が、メアの心を軽くしていった。

（アーストといると、知らないことをたくさん知る……。ダンスがすばらしいことや、おしゃれがやっぱり好きなこと。それに恋が素敵だってこと）
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　ダンスを終えて、二人はテラスへと移動した。

　外は日が落ちて、月が輝いている。

　二人はシェリー酒の入ったグラスを合わせ、一口呑んだ。

　お互いに黙ったが、不思議と嫌な感じはしない。

　沈黙さえも安心する。

　アーストは周りを見渡して誰もいないことを確認すると目元の仮面を外した。

「いくら誰もいないからって外すのは危険よ」

「大丈夫だ。こんなにも変わったんだ。俺が誰かまではわかるまい。ほら、メアもとって」

　アーストがメアの仮面も外してしまう。

「ちょ、ちょっと……」

「いいじゃないか。メアの顔をよく見たい。――ああ、やはり君はどんな姿も似合うな。ホールにいたどの男たちよりもかっこいいな」

　褒められると恥ずかしくなってしまう。

　メアは、グラスに残るシェリー酒を見た。

「なぁ、メア」

　グラスを持っていないほうの手に彼の手を重ねられた。

「俺はこんな日がずっと続けばいいなと思っている」

「こんな日が？」

　メアは首をかしげた。

「ああ。俺は今まで仕事ばかりしてきた。それで満たされていたし、十分だと思っていた。だが、メアと出会って変わった。君と過ごす時間はなにものにも代えがたい。楽しくて、幸せで、離れていると少し苦しい。叶うなら、ずっと一緒にいられればと思っている」

　アーストは寂しそうな瞳でミアを見つめる。

（この一緒にいるっていうのはつまり……）

　アーストの言いたいことに気がついた。

　胸の奥からよろこびが溢れてくる。

「それって……」

　涙声でメアは呟いた。

「結婚して、俺の妻になってほしい」

　アーストの言葉を聞きながら、メアは静かに涙を流した。

　結婚はもう諦めていた。

　アーストにはファッションに携わる仕事がしたいと夢を語ったが、寂しさが消えるわけではなかった。

　将来を考えたとき、誰にも愛されず一人で過ごしていくのかと想像した。

　アーストが涙をハンカチで拭ってくれる。

　そんな小さなことがうれしかった。

「メア、結婚についての返事は今すぐじゃなくていい。俺は急ぎすぎたな」

　アーストは泣いていることに不安になったようだ。

　申し訳なさそうな顔をしていた。

「アースト、違うの。この涙は不安になっているからじゃない。私もあなたと――」

　そのとき、人影が見えてメアは口をつぐんだ。

「そんな……」

　聞き覚えのある声に振り返るとシャーロットが立っていた。

　目を見開き、口はぽかんと開いている。

「どうして二人の関係がそこまで進んでいるの……」

　シャーロットの様子から、メアとアーストであるとばれているようだった。

　ショックからか膝から崩れ落ち、手をついていた。

　メアは慌てて駆け寄った。

「あ、あの、これには深いわけが……」

「いいの、メアが悪いわけじゃないの」

　シャーロットはうわごとのように呟いた。

「え？」

「いつかはこうなるかもって思っていた。メアは魅力的だから、きっと結婚しちゃう。だから、少しでもそれを先延ばしにしたくて邪魔していたのに……」

（邪魔……？）

「わたしが先に好きになったのに……。メアがかっこいいって、誰よりも早く気がついて好きになったのは、わたしなのに……」

「シャーロット？」

「ずっとずっと好きだった。一目見たときから、切れ長の眼がかっこよくて、わたしだけに優しくて。メアはわたしの理想の王子さまだった……。ずっとわたしだけが知っていたのに」

　戸惑っているとアーストが近づいてきて、膝をついた。

「クローク嬢、あなたの気持ち、俺はわかるつもりだ」

　諭すような優しい声だった。

　シャーロットはゆっくりと顔を上げる。

「殿下……？」

「誰にも言えない気持ちを隠し続けることは辛かっただろう。伝えられないのに、ずっとそばにいるのは堪えただろう。俺も彼女のことを愛している。俺がクローク嬢と同じ立場ならきっと辛い」

　シャーロットはアーストの顔をじっと見つめていた。

　そして、小さな唇が開く。

「……殿下は、メアを幸せにしてくださる？」

「ああ、もちろんだ。彼女を深く愛している」

　シャーロットは次にメアを見た。なにか言おうと口を開いたそのとき、複数の足音が聞こえてきた。

「殿下、メア、誰かくるわ」

　シャーロットが慌てた様子で言った。

　メアは急いで仮面をつけようと手すりを見たが、そこにはなかった。風に飛ばされたようだ。

「アースト、大変。仮面が……」

　状況を理解したアーストが、まだ膝をついているシャーロットを立たせようと手を差し伸べたが、彼女は首を左右に振った。

「ばれたら大変なことになります。二人とも人のいないところへ」

「シャーロット、私――」

「メア、わたし、なにも気にしてないわ」

　シャーロットは言葉を遮った。

「さあ、早くいって」

　足音と、話し声が近づいてくる。

「いこう、メア」

「でも……」

　メアはアーストに手を引かれ、テラスから外庭へ続く階段へと下りていった。






　人目を避けるように、離れの郭へと移動していた。

　中に入り、アーストが扉を閉める。

　メアは緊張の糸が切れて壁にもたれかかった。

「……シャーロットを、置いてきてしまったわ」

「彼女ならきっと大丈夫だ。振り返ったとき、立ち上がってテラスへやってきた人と話をしていたようだった」

「そう……」

　返事をするだけで精一杯だった。

　シャーロットの落ち込んだ姿を思い出すと、やるせない気持ちが込み上がってくる。

　メアの知る彼女は、明るくて天使のようにかわいかった。

　いつも親鳥の後ろを追う雛のようについて歩いてきてくれた。

（あんなにずっと一緒にいたのに、シャーロットの気持ちを知らなかった。でも知ったからといってどうすることもできない。私は彼女の気持ちに応えられないもの……）

　うなだれていると、アーストが隣に寄り添い壁にもたれかかった。

「クローク嬢は強い女性だな。叶わぬ恋に気づきながら、それでもずっと君のそばにいた」

「そうね……」

「俺が彼女にかけた言葉は、その場しのぎのものじゃない。俺だって君に告白するのをためらった。関係を壊してしまうより、友人としていたほうがいいんじゃないかってな。クローク嬢はそれをずっと続けてきたんだな」

　アーストの言う通りだった。

　シャーロットはずっとそばにいてくれて、メアのよき理解者だった。

　どんなに周囲に陰口を囁かれても、シャーロットだけは離れないでいてくれた。

「メア、クローク嬢ならきっと大丈夫だ。君が彼女にしてあげられることは、これからも変わらず友として向き合うことじゃないかと俺は思う。もしも俺が彼女なら、きっと告白したことを後悔していると思うからな」

「変わらず……友だちで……」

　メアが呟くと、アーストは表情をのぞくようにこちらを見た。

「できないか？　クローク嬢の告白はメアにとって迷惑だっただろうか？」

「そんなことないわ！」

　メアは即座に答えていた。

　息を整えて考えながら話す。

「そう、そんなことないの。シャーロットの告白にはたしかに驚いたけれど、応えてあげられない悲しさと、気づいてあげられなかった虚しさがただあるだけ。彼女を軽蔑する気持ちなんてこれっぽっちもないわ。でも……友だちに、戻れるのかしら……」

「戻れるさ。君もクローク嬢も強い女性なんだから」

　優しいアーストの言葉にメアはクスリと笑った。

「ありがとう。あなたがそう言ってくれると、なんだか本当に強くなれる気がする」

　心が軽くなり、自然と頬が緩んでいく。

「……なんだかあなたって変わったわよね」

「どんなふうに？」

　尋ねられて、舞踏会でつまらなそうな顔をしていた彼のことを思い出す。

「優しく、なった……？」

　言ってすぐに思い直した。彼はそのすぐ後にメアの落とし物を拾って追いかけてきてくれた。

「ううん。私の勘違いね。アーストはずっと優しかった。それが、見えやすくなっただけなのかもしれないわ」

「どうだろうな。でも、周りには接しやすくなったと言われるな。メアに出会って、人を思いやる余裕ができたのかもしれない」

　メアが笑うと、アーストは安心したように表情を和らげた。

「少し元気になったか？」

「ええ、アーストのおかげでね」

「それはよかった。よければ紅茶を淹れよう。暖炉の部屋で待っていてくれ」

　アーストはそう言うと壁から離れ、歩いていってしまった。

　メアも言われた通りに暖炉の部屋へ向かう。

　歩きながら、この郭のことをいろいろ知っていることに気がついた。

　それだけ何度も通っている。

　部屋につくとメアは暖炉に火をともした。

（この部屋に初めて連れてこられたときは、とっても緊張したわ……）

　一年も経っていないが、なぜだかずっと昔のような気がする。

　それだけいろいろなことがあった。

　中庭で女装姿の彼と出会い、再会した。

　ドレスに興味があるとカミングアウトされて、友情を深め、それがいつからか恋へと変わっていった。アーストの公務が忙しくて、なかなか会うことはできなかったが、離れている分想いは募っていった。

　そしてなにより忘れられないのは、想いが通じ合った日のキス。

（あれから一度もしていないのよね……）

　小さな暖炉の火を見つめながら、メアは唇を指で撫でた。

　ドアがノックされた。

　返事をするとアーストがカートを引いて入ってくる。

　メアを見るなりアーストは少し驚いた様子だった。

「暖炉がどうかしたのか？」

「ううん。舞踏会でアーストに声をかけられた日のことを思い出していたの」

「感慨にふけっていたということか」

　アーストは納得したようだ。慣れた手つきで紅茶を用意してくれた。

　メアは移動し、一人掛けのソファに座り、カップを受け取る。

「あのときは、どうして殿下が私に声をかけてくれたんだろうって考えると恐ろしかったわ」

「怖がられていたとは初耳だな」

「だって、今思ってもあのときの私は散々だったもの……」

　メアは苦々しく笑った。

「俺はそんなこと気にならなかったな。君と友人になって秘密を打ち明けることしか考えてなかった」

「アーストらしいわ」

　アーストは時々目的のために周りが見えなくなるようだ。

　テラスでのプロポーズも、ドレス姿のままされるとは思いもよらなかった。

　ゆっくりとアーストが、メアに近づいてくる。

「だが、君を知って惹かれていった。いつしか、俺を着飾ってもらうことよりも君自身と話すことが目的になっていった」

　優しい声とは裏腹に、彼の熱っぽい視線に気がついた。

　メアはゆっくりとカップをテーブルに置いた。

　彼が隣にきて体を傾ける。

　キスされるとわかり、メアは目を閉じた。

　唇に知っている柔らかなものが触れて、すぐに離れていった。

　ほんのわずかな時間だったが、メアはそれだけで十分な気持ちになった。

　ずっと、ずっと望んでいたからだ。

　瞼を開けると、まつ毛が触れ合うほど近くに彼がいた。

「さっき聞き損ねた返事を、今聞くのは野暮かな？」

　アーストが求めているのはプロポーズの返事だとわかる。

「いいえ」

　メアは立ち上がり、アーストと向き合った。

　彼の首に腕を回し、自分からキスをした。

　ぴったりと唇を重ねて、離れる。

「結婚、したいわ。私もあなたと一緒にいたい」

　大胆な行動にアーストも驚いたようで、一瞬目を丸くさせた。

　彼はメアの腰に腕を回すと、キスをしてくれる。

　メアが薄く口を開くと、合図とでも言うように彼の舌が割って入ってきた。絡められる舌にメアも応えるように愛撫しかえす。

　キスをしながら、アーストはメアの三つ編みをほどき手で髪を梳く。

　何度もメアの髪をかき抱き、角度を変えてキスをする。

　彼の手が髪から首へ、背中へと撫で下り、臀部に触れられたとき、メアはのけぞってキスから逃れ、甘い声を上げた。

　アーストはそれでも逃がそうとはしない。

　メアをソファへと追いつめ、座らせるとアースト自身も膝をつき乗り上げて再び深くキスをした。

　舌が激しくメアを求めてくる。飢えているとでもいうように、執拗にメアの舌を愛撫する。

　彼の手が耳たぶに触れ、首をなぞった。

　ゾクゾクと体が興奮で震える。

　メアは自分の体の変化に気づいていた。

　腹の奥はなにかを待ちわびるように熱く、秘部は潤み太ももまで濡れている。

　急にキスが止んだ。

　なぜか物足りないと思ってしまう。

「メア……」

　彼が耳元で名前を呼んだ。

「お互い服を着替えないか？」

　メアは我に返った。

　アーストはドレス姿、メアは軍服だ。

　互いに顔を見合わせて笑う。

「そうね。大事なお洋服だものね」

「ああ、そうだ。それに俺は今すぐに君を抱きたい。ソファじゃなくてベッドでな」

　和やかに笑っていたメアは途端にきゅっと唇を結んだ。

　恥ずかしい気持ちになってこくこくと頷いた。

　それから彼の部屋にエスコートされる。

　お互いに衣服を脱ぐのを補助した。アーストは化粧を落とし、ウィッグをとる。

　メアだけはジャケットを脱いだだけで、アーストが男性に戻るさまを眺めていた。

　部屋は薄暗く、窓から月明かりが差し込んでいる。

　アーストはドレスとシュミーズを脱いだ。肌が月明かりに照らされる。アーストの体を見てメアは息を呑む。

　男性の裸を見たことはないが、これほどきれいだとは知らなかった。

　広い胸、ほどよくついた筋肉が陰影を作り出していた。そして自分にはない、反応していて反り返った陰茎。不思議と怖いとは思わなかった。

　メアは思わず手を伸ばし、二の腕に触れた。

　アーストは驚いたようで、体をびくりと震わせる。

「ごめんなさい。あまりにもきれいで……」

　手を引くと、アーストはメアを小さな子を抱くように持ち上げた。

「どこでも好きに触れてもかまわない」

　そう言うとベッドに運び、ゆっくりと下された。

「触れるということは、俺からも触れられるということだがな」

　アーストもベッドに乗り上げると不敵にほほ笑む。

　そのまま触れるだけのキスをされた。

　アーストはメアの鎖骨をシャツ越しに撫でる。

「自分だけ隠すのはどうかと思うぞ」

「だって、その……」

「脱がせてもいいか？」

　メアは恥ずかしさの中、目をつぶって小さく頷いた。

　彼が両肩に触れ、静かにシャツを脱がされる。

　胸があらわになるのを感じる。

「メアの体もとてもきれいだ」

　目をつぶっていても彼の視線を感じる気がした。

　肩に触れられるだけで、体がむずむずとする。腹の奥に熱が戻ってくる。

　そのままゆっくりと後ろに体を倒される。

　突然怖くなって瞼を開ける。

　暗がりの中、アーストがほほ笑んでくれている気がした。

「優しくする」

　彼の指先が頬に触れた。

　愛されているのだと感じる。

　応じるように頬を包む彼の手に触れて握った。

「愛しているわ」

　伝えると、彼が近づいてくる。

　はじめは重ねるだけのキス。

　それからついばむようなキスに変わり、彼の手がゆっくりと首をなぞり胸に下りてくる。撫でるように触れ、丸さをたしかめるように包む。

　その手がさらに下り、腰をなぞる。

　唇も離れていった。

　代わりに首に押し付けるようなキスをされた。

「あぁっ」

　驚き、甘い声が漏れた。

　彼はそれによろこんだようだ。歯がわずかに首に触れる。

「んっ……」

　それだけで、ぞくりとしメアは体をよじった。

　腰に触れていた手は、太ももを撫でていた。

　鼠径部に指を沿わされ、メアは夢から覚めたように目を見開く。

　恥ずかしさが勝ったのだ。

　今、秘部はかつてないほどに潤み、太ももまで濡らしていた。

　それをアーストに知られるのは耐えられない。太ももをぎゅっと閉じ、体を背ける。

「メア？」

「ご、ごめんなさい。急に恥ずかしくなってしまって……」

「なにも恥ずかしくはない。ほら、力を抜いて。キスしよう」

　彼が髪を手で梳いてくれる。

　耳をくすぐられると、メアは観念して上向きに戻った。

「……どんな姿でも幻滅しないでね」

「一度だってそんなふうに思ったことはない」

　メアが黙ると、アーストは言った。

「俺が一度でも嘘をついたか？」

「いいえ、あなたを信じるわ」

　メアは体の力を抜いた。

　それがわかったのか、アーストは唇をぴったりと合わせるキスをしてくれた。

　メアがこっそり唇を開くと、舌で舌を愛撫される。

　彼の手が鼠径部をなぞり、秘部へと下りてくる。

　和毛を撫でると、指がぴたりと止まった。

　メアは息が止まる思いだった。淫らな自分に気づかれた。

　キスから顔を背ける。

「軽蔑する……？」

　ためらいながら尋ねた。

「いや、うれしいよ」

　彼の喉がごくりと鳴るのが聞こえた。

　指先が和毛を割って入ってくる。

「あっ」

　彼の指が、メアの中へ入ってきた。待ちわびていた中はすでに柔らかく、彼の指を受け入れた。指は遠慮がちに動く。はじめは中に入ってもすぐに抜かれた。次に入ってきたかと思うと探るように動き、指が増えるのを感じた。膣肉をかきわけ、広げていく。

　恥ずかしさはどこかへ消えてしまった。

　彼が与えてくれる気持ちよさに、声が出てしまう。

　もっと欲しいという淫らな思考で頭がいっぱいになる。

　彼の優しさがもどかしい。

　身をよじり、くぐもった声を上げた。

　彼の指が離れていく。

　アーストは覆いかぶさるような体勢から身を起こし、メアの足元に移動した。

　メアの足首を掴み、足にキスをする。

　足を開かれたが、執拗に愛撫されたメアは疲労から反応することができなかった。

　秘部になにかが押し当てられる。

　それが彼自身なのだと気がついた。

「……怖くないか？」

　アーストが尋ねてきた。

　怖さはまったくというほどない。

「いいえ。あなたと一つになれるんだと思うとうれしいわ」

「……俺もだ」

　押し当てられた陰茎が、ゆっくりと入ってくる。

　体を気遣ってくれているのがわかった。

「アースト……お願い、キスをして……」

　絶え絶えにそう言うと、彼が身を倒してくれた。

　メアは抱き寄せるように首に腕を回す。

　遠慮がちな彼の陰茎が深く入ってきた。

　彼のくぐもった声が聞こえてくる。

　キスをすると、アーストも苦しそうだった。

「大丈夫、痛くないから……」

　メアが呟くと、唇をふさぐようにキスをされた。

　舌が差し込まれる。

　同時に、陰茎もぐっと最奥に突き上げられた。

　メアの小さな悲鳴も、キスに溶けてしまう。

　食べられてしまいそうなキスだった。

　舌を味わうようになぶられ、歯を立てられる。陰茎は何度も奥に触れてくる。

　彼の欲望を感じた。

　今まで理性で抑えられていたのだとわかる。

　アーストはキスをやめると、メアの腰に腕を回した。

　体を起こすように抱き上げられ、彼の上に座っている形になってしまう。

　アーストがメアの耳を甘噛みした。

「あっ……」

　声を上げると、アーストは耳元で囁く。

「メア、愛している」

　うわごとのように、何度も愛を囁かれた。

　体が反応する。

　腹の奥がぐっと切なくなった。

「君を心から愛している……」

　下から突き上げられ、メアはあられもない声を上げる。

　冷静ではいられず、メアは彼の背に爪を立てた。

　高まっていく気持ちがはじけ、メアは達した。すぐに中に熱いものが溢れ、彼も同じなのだと気がついた。

　二人はそうしたまましばらく抱き合っていた。

「……結婚しよう」

　彼が呟いた。アーストの言葉に耳を傾ける。

「そして幸せな家庭を築こう。子どもは神さまに任せて、恵まれたら二人で愛情を持って育てよう。俺がきっと君を幸せにする」

　メアはアーストの肩に頬を寄せながら、まどろんでいた。

「私もあなたを幸せにしたいわ」

　二人顔を見合わせてキスをした。

















エピローグ












　舞踏会二日目の昼。

　ホールではワルツが始まったようだ。

　音楽が廊下にまで聞こえていた。

　人の通りが少ない廊下で、メアとアーストは二人きりで向かい合っていた。

「ほ、本当に二人でホールに入るの？　それもこのドレスで……」

　アーストの袖をきゅっと握りながら訴えた。

　メアはすみれ色のドレスを身にまとっていた。

　今までならば絶対に選ばない、似合わないと思っていた色だ。

　今朝、アーストにプレゼントされたもので、メアのために仕立ててもらったと言う。はじめは激しく着るのを拒んだが、最後には断れず袖に腕を通した。

　鏡を前にすると、悪くはなかった。

　肩から袖にかけてすとんと下に落ち、肩幅を小さく見せている。

　スカートはふんわりと膨らみ、裾が絞られて、今にも咲きそうな花のつぼみのようだ。

　幾重にも重ねられた生地やレースはエレガントな中にかわいらしさが見え隠れする。

　それに合わせた薄めの化粧と、ヘアセットには編み込みと花を合わせた。

　申し分のない出来栄えだが、メアは自信をなくしていた。

　アーストがメアの髪を耳にかけてくれる。

「どうして浮かない顔をしているんだ。ドレスは似合っている。君もそれはわかっているだろう」

　なだめるように髪を撫でるアーストは「それとも」と言葉を続ける。

「俺と結婚することが嫌になったか？」

「そういうわけじゃないわ！」

　反射的に言い返した。自分の本心に気づく。

（そう、嫌じゃない。むしろ望んでいたわ。この人と、ずっと一緒にいたいって……）

　それは叶わないことだと思っていた。

　メアから、アーストの手を握る。

（たしかに人前に出るのは恥ずかしい。また転んだり、失敗したりしたらどうしようって思う。だけど……アーストとならどんな困難も立ち向かえる気がする）

　覚悟を決める。

　まっすぐに彼を見据えた。

「アースト、ぐずってしまってごめんなさい。――私、あなたと結婚したい。どんなことがあっても、ずっと一緒にいたいわ」

「メア……」

「きっとこれからも、私はこんなふうに弱気になってしまうことがあると思う。でも、それでも、あなたのそばにいることは、絶対に投げ出さない。あなたと、生きていきたいから」

　アーストがゆっくりと抱きしめてくれる。

　彼の肩に頬をのせると、ムスクが香る。自然と体がリラックスしていった。

　どちらかというわけでもなくキスをする。

　あっさりとした唇を重ね合わせるだけのキスだった。

　弱気だった心が少し回復する。

　そんな気持ちを知らないアーストは心配そうに見つめていた。

「……本当に大丈夫か？」

「ええ、いきましょう」

　メアが頷くと、アーストも決心したように離れ、腕を差し出した。

　腕にそっと手をのせる。

　メアは腹に力を入れ、背筋をピンと伸ばした。

　不思議と先ほどの不安は小さくなっていく。

　いつも自分が思い描く『メア』に変わっていける。

　堂々としたしぐさでアーストの隣を歩く。

　ホールに入ると、人々がどよめくのがわかった。

（……ここからどうするのかしら）

　アーストからは舞踏会で婚約を発表するということだけ聞いていた。

　彼は足を止めることなく、どんどんと進んでいってしまう。

　メアはそれについていくしかなかった。

　アーストが突き進む先は、今まさにみんながワルツを踊っている。

　先ほど決めた覚悟も揺らいでしまった。

　袖を引っ張り小声で抗議する。

「ア、アースト、まさか踊るつもりじゃないわよね？」

「まさにそのつもりだ」

　意地悪な笑みを向けられる。

「それも昨日のような揺れるだけの緩いダンスはしない」

「そんなの無理よ！」

　悲鳴を上げそうになってしまう。

「無理じゃない。君は俺にただ身を任せればいい」

　人々が踊る隅でアーストは立ち止まり、向かい合った。

　曲の途中から入るようだ。

（むちゃくちゃよ。えっと、今ここから入ったらステップは……）

　悩んでいると頭の中がぐちゃぐちゃになってしまう。

　アーストの腕が腰に回される。

　今から行われるダンスがひどいものになるのではないかと予想してメアは体をこわばらせた。

「メア、息を吸って」

　メアは言われるがままに息を大きく吸い込んだ。

「そのまま吐いて」

　大げさに吐くと、その途中でグイっと引き寄せられる。

　一歩が出ると驚くほどスムーズに踊ることができた。

　アーストの足がメアの足を押すように前に出る。その足を後ろに下げるとそれだけでダンスをしているように見えた。

（すごい。アーストって、とってもダンスが上手なんだわ……）

　身を任せ、彼に寄り添う。

　最後にはメアも心から楽しんでダンスを踊れていた。

　音楽が徐々に引いていく。ワルツが終わるのだ。

　踊っていた人々がぴたりと動きを止め、二人も例外なく止まった。

　周囲の視線が二人に注がれる。

「アースト殿下？」

「あの一緒に踊っていた女性は誰？」

「ああ、あれは……」

「まさか、メア・ハミルトン？　あの姿を変える魔女が？」

　がやがやと嫌でも耳に入ってくる。

　メアの心が痛まないわけがない。

　アーストにさえも、申し訳ない気持ちになってしまう。

　しかし、彼はなんでもない表情でメアから一歩離れるとその場で膝をついた。

「メア・ハミルトン嬢、私、アースト・トールマンはあなたに結婚を申し込みます。どうか、私の申し出を受け入れてください」

　メアは驚いた。

　公の場でプロポーズされるとは思ってもみなかったからだ。

　だが、これならば今後いやな噂をするものはいない。

　少なからず、聞こえるところで陰口を囁かれることもないだろう。

　ただ、メアには戸惑いもあった。

　たくさんの人々に見られながらのプロポーズ。

　彼と結婚すれば、多かれ少なかれ人に見られる日々が続く。

　しかし、堂々としている彼を見て考え直した。

（アーストは、このプレッシャーとずっと戦っていたのね……）

　公務に打ち込み、疲れ切っていた彼を思い出す。

（支えてあげたい……）

　メアはアーストの手を両手で握った。

「アースト殿下、お申し出をお受けいたします」

　アーストは顔を上げ、ゆっくりと立ち上がった。

　その顔には安堵の色が見てとれた。

「ありがとう。共に幸せな未来を築いていこう」

　二人に拍手が送られる。

　割れるほどの歓声がホールを包んでいた。

（あ、あそこにいるのは……）

　人々の中にシャーロットの姿を見つけた。

　彼女も拍手を送ってくれている。

（あ、あっちにはネイバーも。ジェイコブさんもいるわ）

　アーストを見ると彼もそれに気づいたようで、ほほ笑み合う。

　二人は幸せそうに寄り添い、人々に会釈をして、ホールを去った。

　次の日の舞踏会最終日は、予期せず婚約を祝うパーティへと変わってしまった。

　二人は盛大に祝われ、国中がお祝いムード一色になる。

　大規模な舞踏会は大いに景気を刺激し、税収は復活し、財政は安定した。危機が近づいていたことを知るものは関係者以外いない。

　翌年、メアとアーストは結婚式を挙げて晴れて夫婦となった。

　幾年かが経ち、アーストは王となり、幸せな国の象徴として城では仮面舞踏会が毎年開かれるようになった。

　すると、どこからともなく美しい女性と端正な男性がやってきて、ワルツを踊り人々の視線を奪うのだ。

　その二人の正体を誰も知らない。

　だが、人々はその幸せそうな二人のワルツを毎年楽しみにしていた。
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